
暗号化と表現の自由

論
説

暗
号
化
と
表
現
の
自
由

は
じ
め
に
Ｉ
本
稿
の
閥
心

二
修
正
一
条

三
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス

四
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン

五
そ
の
他
の
問
題

お
わ
り
に
Ｉ
や
は
，
立
法
裁
臘
か

Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ

Ｉ
米
国
デ
ジ
タ
半
ミ
レ
ニ
ァ
ム
著
作
権
法
を
素
材
に
Ｉ

大
日
方
信
春
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鑑 説

一
著
作
権
（
８
日
『
一
ｍ
三
）
の
設
定
は
、
情
報
（
ご
｛
。
『
曰
：
。
ｐ
）
に
管
理
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
そ
の
商
品
化

（
１
）

（
８
コ
］
己
。
＆
｛
』
８
（
】
○
コ
）
を
促
し
て
き
た
。
著
作
権
法
は
、
言
論
市
場
で
の
表
現
取
引
の
適
正
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
取
引
の
ル
ー
ル

で
あ
る
と
、
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
著
作
者
、
創
作
者
の
作
品
生
産
の
誘
因
を
確
保
す
る
規
定
と
と
も
に
、
著
作
物
利
用

者
、
後
続
表
現
者
の
利
益
を
め
ぐ
る
規
定
も
あ
る
。
前
者
の
権
利
群
を
財
産
権
的
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
後
者
の
権
利
群
は
表
現
権
的
と
、

一
応
の
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

わ
た
し
は
、
著
作
権
の
設
定
と
い
う
国
家
行
為
が
、
表
現
行
為
を
助
成
す
る
一
方
、
反
面
、
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
側
面
が
あ
る

と
見
て
い
る
。
そ
こ
で
と
く
に
後
者
の
側
面
（
著
作
権
の
設
定
は
表
現
の
自
由
を
制
約
し
て
い
な
い
か
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
少
し

（
２
）

論
述
し
て
き
た
。
た
だ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
著
作
権
法
に
表
現
の
自
由
論
を
直
械
に
照
射
す
る
一
」
と
に
は
、
消
極
的
態
度
を
示
し

て
い
る
。

｜
｜
〈

に
い
う
。

（
４
）

は
不
要
で
あ
る
」
。

こ
の
「
著
作
権
俣

「
〔
今
回
の
法
改
正
で
も
〕
連
邦
議
会
は
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
を
変
更
し
て
い
な
い
。
〔
し
た
が
っ
て
〕
修
正
一
条
の
審
査

は
じ
め
に
Ｉ
本
稿
の
関
心

（
３
）

合
衆
国
最
高
裁
は
、
著
作
権
期
間
を
延
長
す
る
法
改
正
の
適
法
性
が
争
わ
れ
た
一
一
○
○
一
一
一
年
の
判
決
の
な
か
で
、
以
下
の
よ
う

「
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
」
（
（
『
且
三
○
．
巴
８
貝
・
■
『
⑪
）
と
は
、
著
作
権
法
に
修
正
一
条
と
の
調
整
法
が
法
定
さ
れ
て

(熊本法学119号'10〉２



暗号化と表現の目

本
法
に
つ
い
て
は
己
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
］
で
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
だ
け
記
し
て
お
こ
う
。

Ｃ
三
○
シ
の
要
諦
は
、
そ
し
て
本
稿
の
（
ｏ
８
－
ｂ
ｏ
ヨ
（
は
、
そ
の
「
回
避
禁
止
条
項
」
（
：
ご
’
９
『
。
Ｅ
曰
く
の
日
一
○
コ
『
巳
の
⑩
）
に
あ
る

（
ヨ
ロ
・
の
ｂ
》
－
９
」
（
四
）
（
」
）
（
口
）
（
⑭
）
）
。
こ
の
条
項
を
も
つ
こ
と
で
□
三
Ｏ
シ
は
、
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
（
８
日
己
、
二
言
Ｃ
『
六
の
）
に
設

け
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
制
限
の
回
避
行
為
を
、
さ
ら
に
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
装
置
の
作
成
（
曰
：
こ
『
眉
目
『
の
）
あ

る
い
は
取
引
（
（
『
四
囲
、
）
を
、
違
法
行
為
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
□
三
○
シ

は
著
作
権
を
侵
害
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
□
三
○
シ
は
著
作
物
に
設
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
制
限

（
７
）

装
圃
の
〃
回
避
そ
れ
自
体
“
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
後
続
表
現
者
に
は
、
著
作
物
の
使
用
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
ロ
昌
一
の
殖
の
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
典
型
例
が
著
作

い
る
こ
と
、
著
作
権
を
制
限
す
る
「
伝
統
的
修
正
一
条
保
護
手
段
」
（
（
『
且
一
二
・
目
一
国
『
⑪
（
鈩
冒
の
己
日
の
三
⑪
四
｛
の
顕
巨
四
己
⑫
）
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
前
者
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
調
整
法
が
「
ア
イ
デ
ィ
ア
・
事
実
／
表
現
形
式
」
二
分
法
（
已
田
‐

の
〆
己
【
の
②
の
一
・
口
□
－
８
．
（
・
日
】
『
一
『
ロ
・
の
ｂ
一
己
、
（
す
）
）
で
あ
り
、
後
者
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
保
護
手
段
が
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス

の
法
理
」
（
（
四
一
『
臣
②
の
。
。
。
〔
『
ヨ
の
』
「
□
・
の
。
Ｃ
・
》
］
＆
）
で
あ
る
。
著
作
権
法
に
内
在
す
る
こ
の
二
つ
の
法
理
論
の
機
能
に
よ
り
、
著

作
権
と
表
現
の
自
由
と
い
う
二
つ
の
価
値
は
ｇ
一
目
９
月
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
は
、
こ
の
二
法
理
が
有
意

性
を
も
つ
限
り
で
の
均
衡
状
態
で
あ
る
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

三
一
九
九
八
年
に
合
衆
国
議
会
は
、
本
格
的
な
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
」
の
到
来
に
あ
わ
せ
て
、
合
衆
国
法
律
集
第
一
七
編
に
第
一
二

（
５
）

章
を
追
加
し
て
い
る
。
同
年
一
○
月
二
八
日
、
往
時
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
今
回
衆
国
大
統
領
の
署
名
を
う
け
た
こ
の
法
律
は
「
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
レ
ニ
ァ
ム
著
作
権
法
」
（
□
垣
区
三
一
一
一
の
目
盲
目
ｏ
・
亘
『
碕
三
シ
ロ
ー
・
命
］
ｇ
の
、
以
下
「
□
三
○
シ
」
と
略
記
。
）
と
呼
ば
れ

（
６
）

て
い
る
。

３（熊本法学119号１０）



論 説

あ
る
論
者
は
□
三
Ｃ
シ
を
評
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
「
回
避
そ
れ
自
体
を
禁
止
す
る
ｅ
三
○
巴
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
与
え
ら

（
５
－

れ
た
ご
『
一
『
〕
］
の
、
の
ｑ
Ｅ
ｍ
の
晩
を
廃
止
し
て
し
ま
う
権
限
を
著
作
権
者
に
与
え
る
法
的
効
果
を
も
つ
」
。
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

四
わ
れ
わ
れ
は
、
自
然
言
語
を
媒
介
に
し
て
、
思
想
、
感
情
、
意
思
な
ど
の
伝
達
、
ま
た
他
者
の
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
徽
為
を
、

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
言
語
の
表
記
形
式
と
し
て
通
常
想
起
さ
れ
る
の
は
、
音
声
ま
た
は
文
字
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世
界
で
も
右
記
営
為
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
こ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語
で
あ
る
コ
ー
ド
（
８
月
）

と
い
う
人
工
言
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

□
三
ｏ
シ
は
、
著
作
権
の
保
護
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
権
利
侵
害
行
為
を
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
行
為
を

制
限
し
て
い
る
。
著
作
樅
侵
害
を
意
図
し
て
の
も
の
で
な
く
と
も
、
著
作
物
に
組
み
込
ま
れ
た
四
８
の
碗
⑪
８
コ
（
『
・
’
９
の
ａ
⑪
⑦
の
回
避
方

法
を
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
コ
ー
ド
を
用
い
て
表
記
す
る
こ
と
が
、
そ
こ
で
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
□
三
○
シ
は
、
コ
ー
ド
に

よ
る
表
現
行
為
を
制
約
し
て
い
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
Ｃ
三
○
シ
は
、
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
る
た
め
に
、
著
作
物
の
表
現
形
式
を
デ
ジ
タ
ル
状
態
の
ま
ま

で
使
用
す
る
こ
と
を
制
約
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
著
作
権
法
理
論
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
に
よ
り
、
そ
の
目
的
、
性
質
に

応
じ
て
、
他
者
の
著
作
物
の
〈
【
・
『
ョ
・
〔
の
×
ロ
の
閉
一
・
口
〉
を
用
い
て
の
表
現
行
為
を
許
し
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
効
果
は
、

デ
ジ
タ
ル
著
作
物
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

椎
の
客
体
は
〈
『
・
『
曰
Ｃ
｛
自
己
『
①
の
巴
○
コ
〉
で
あ
る
と
し
た
「
ア
イ
デ
ィ
ア
・
事
実
／
表
現
形
式
」
二
分
法
、
後
続
著
作
物
の
利
用
目

的
、
形
態
な
ど
に
よ
り
先
行
著
作
物
の
権
利
を
制
限
す
る
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
法
理
論
に
】
一
一
巨
印
一
『
具
の
さ

れ
る
「
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
」
が
有
効
性
を
も
つ
と
き
、
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
両
価
値
は
ｇ
一
目
。
ご
ｍ
さ
れ
て
い
る
と

的
、
形
態
な
ど
』

れ
る
「
著
作
権
【

言
わ
れ
て
き
た
。

(熊本法学119号110）４



暗号化と表現の日111

一
「
全
世
界
的
な
知
的
財
産
権
の
保
護
の
促
進
」
を
目
指
し
て
、
世
界
知
的
財
産
権
機
櫛
（
三
・
『
一
□
『
三
の
一
一
の
日
目
一
坪
・
ロ
⑦
『
ご

（
Ⅶ
）

○
『
ぬ
目
薗
（
一
○
コ
・
言
弓
。
）
は
、
国
連
の
専
門
機
関
と
し
て
、
一
九
七
○
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
弓
弓
○
は
、
「
文
学
的
ま
た
は
芸

術
的
作
品
に
つ
い
て
の
著
作
者
の
権
利
の
、
効
果
的
か
つ
統
一
的
な
方
法
で
の
発
展
と
維
持
を
目
指
し
て
」
、
一
九
九
六
年
一
二
月
二

○
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
、
三
弓
○
著
作
権
条
約
（
乏
弓
○
○
ｏ
日
『
碕
三
弓
『
の
日
『
、
以
下
言
弓
○
条
約
と
略
記
。
）
を
採
択
し
て
い
る
。

三
弓
○
条
約
一
一
条
は
「
技
術
的
措
悩
に
関
す
る
責
務
（
○
す
一
一
困
昌
・
ロ
⑪
８
口
Ｏ
の
日
冒
囚
『
の
０
百
Ｃ
－
ｏ
ｍ
－
８
－
三
田
の
こ
『
の
い
）
」
の
表
題

の
下
で
、
以
下
の
規
定
を
も
っ
て
い
る
。

【
ヨ
弓
○
条
約
一
一
条
】
「
締
約
国
は
、
著
作
者
に
よ
っ
て
許
諾
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
法
令
で
許
容
さ
れ
て
い
な
い
行
為
が

そ
の
著
作
物
に
つ
い
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
の
効
果
的
な
技
術
的
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
の
条
約
又
は
ベ
ル
ヌ
条
約
に

基
づ
く
権
利
の
行
使
に
関
連
し
て
当
該
著
作
者
が
用
い
る
も
の
に
関
し
、
そ
の
よ
う
な
技
術
的
手
段
の
回
避
を
防
ぐ
た
め
の
適
当
な

（
Ⅲ
）

法
的
保
護
及
び
効
果
的
な
法
的
救
済
に
つ
い
て
定
め
る
」
。

（
９
－

与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
合
衆
国
股
高
裁
は
著
作
権
法
の
「
伝
統
的
概
略
」
に
変
更
な
き
と
き
、
修
正
一
条
の
審
査
を
不
要
と
し
て
い
た
。

で
は
□
三
○
シ
は
ど
う
か
。
こ
の
法
律
の
制
定
は
、
著
作
権
法
で
確
保
さ
れ
て
い
た
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
ｇ
一
目
８
に
、
影
響
を

本
稿
は
、
ワ
ニ
○
し
に
あ
る
８
口
昌
冒
ロ
・
目
』
○
ヶ
］
の
Ｃ
三
○
口
の
に
つ
い
て
探
究
し
よ
う
と
思
う
。

Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ

５（熊本法学119号'10）



論 説

二
著
作
権
者
が
技
術
的
措
置
を
用
い
て
著
作
権
の
保
護
を
企
図
し
た
と
き
、
一
九
九
八
年
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
著
作
権
法
」

ｅ
三
○
と
は
、
当
該
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
回
避
を
禁
止
し
て
い
る
。
□
三
○
少
の
規
定
は
、
技
術
的

保
護
の
回
避
に
対
し
て
、
三
つ
の
類
型
で
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
］
「
□
・
の
ｂ
琶
巴
］
に
法
典
化
さ
れ
た
条
文
を
抄
録
し
て
お
こ
う
。

１
第
一
類
型
は
「
回
避
禁
止
規
定
（
ロ
昌
一
‐
。
】
『
目
ョ
ご
⑦
員
］
・
ゴ
ロ
『
Ｃ
ぐ
ご
。
。
）
」
で
あ
る
。
ヨ
ロ
・
の
．
。
。
》
届
Ｃ
］
（
四
）
（
｝
）
（
シ
）
は
、

著
作
権
法
（
合
衆
国
法
律
集
第
一
七
編
）
で
保
護
さ
れ
て
い
る
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
技
術
的
措
置
の
回

避
を
禁
止
し
て
い
る
（
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
規
定
）
。
こ
の
規
定
は
、
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
回
避
そ
れ
自
体
を
禁
止

｛
川
）

し
て
い
る
点
で
、
わ
が
国
の
著
作
権
法
と
か
の
国
の
も
の
を
弁
別
す
る
特
徴
的
規
定
と
い
え
よ
う
。

［
］
ゴ
ロ
・
の
．
○
》
］
ｇ
」
（
四
）
（
］
）
（
シ
）
】
「
何
人
も
、
本
編
〔
合
衆
国
法
律
集
第
Ⅳ
編
〕
に
よ
り
著
作
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
著
作

物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
技
術
的
保
護
手
段
を
回
避
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
は
本
法
の

制
定
後
二
年
の
後
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
」
ｅ
巨
○
シ
は
一
九
九
八
年
一
○
月
二
八
日
制
定
）
。

こ
こ
で
い
う
「
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
す
る
こ
に
つ
い
て
、
ロ
二
○
シ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
る
。
「
当
該
技
術
的
手
段
が
そ
の
動
作
の
通
常
の
過
程
に
お
い
て
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
行
う
に
は
、
著
作
権
者
の
許
諾
を

得
て
情
報
を
入
力
し
又
は
手
続
若
し
く
は
処
理
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
を
い
う
」
（
琶
巴
」
（
四
）
（
の
）
（
国
）
）
。

制
定
し
た
の
で
あ
る
。

右
記
し
た
三
宅
○
条
約
二
条
は
、
著
作
権
者
が
技
術
的
措
置
を
用
い
て
著
作
権
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
措
置

（
咽
）

が
実
効
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
な
法
制
度
の
整
備
を
締
約
国
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
〈
回
衆
国
識
会
は
、
家
庭
用
ぐ
弓
幻
を
便

（
胆
）

用
し
て
の
『
ご
番
組
録
画
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
で
あ
る
と
さ
れ
た
一
九
八
四
年
の
判
決
以
降
、
米
国
法
が
技
術
的
措
置
の
回
避
装
置

の
製
造
お
よ
び
販
売
に
対
す
る
有
効
な
規
制
た
り
え
て
い
る
か
不
確
実
で
あ
る
と
考
え
、
三
宅
○
条
約
の
批
准
を
う
け
て
□
冨
○
シ
を
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２
第
二
類
型
と
第
三
類
型
は
「
取
引
禁
止
規
定
（
四
日
再
『
口
蔑
Ｃ
宮
口
、
己
『
ｏ
ぐ
一
の
一
○
口
の
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
二
類

型
と
な
る
一
『
ロ
・
の
。
○
・
》
－
９
］
（
四
）
（
画
）
は
、
い
わ
ゆ
る
巳
、
旨
］
ロ
日
。
】
の
道
具
と
な
る
も
の
の
配
布
、
販
売
を
禁
止
し
て
い
る

（
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
取
引
規
定
）
。
○
・
の
、
三
ｇ
は
、
本
法
の
下
、
コ
ピ
ー
ラ
ィ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
装
置
や
技
術
を
も
つ
な
ら
、
そ
れ
が
商
業
上
重
要
な
価
値
以
外
も
た
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
著
作
物
に
付
さ
れ
た
コ
ン
ト

（
脳
）

ロ
ー
ル
を
回
避
す
る
方
法
と
と
も
に
売
買
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
こ
に
は
己
。
（
の
ロ
昌
一
Ｃ
『
一
日
冒
四
一
一
一
：
一
言
『
が
あ
る
と
す
る
。

【
ゴ
ロ
・
の
．
○
・
》
｝
ｇ
］
（
四
）
（
国
）
】
「
何
人
も
、
つ
ぎ
の
各
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
技
術
、
製
品
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
装
置
、
部

品
の
〔
全
部
〕
な
い
し
一
部
の
、
製
造
、
輸
入
、
公
衆
へ
の
提
供
、
供
給
、
ま
た
は
そ
の
他
の
取
引
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
６
本
編
〔
合
衆
国
法
律
染
第
Ⅳ
編
〕
に
よ
り
著
作
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
と
す
る
技
術
的
手
段
の
回
避
を
第
一
の
目
的
と
す
る
も
の
、
ま
た
は
〔
そ
の
た
め
に
〕
製
造
さ
れ
た
も
の
。

（
且
本
編
に
よ
り
著
作
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
技
術
的
手
段

の
回
避
を
除
け
ば
、
商
業
上
の
目
的
ま
た
は
用
法
し
か
も
た
な
い
も
の
。

（
Ｃ
）
本
編
に
よ
り
著
作
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
的
手
段
を
回
避
す

る
た
め
に
利
用
す
る
と
認
識
す
る
当
該
人
、
ま
た
は
当
該
人
と
提
携
す
る
者
に
よ
り
売
買
さ
れ
た
も
の
。
」

右
記
三
条
文
に
あ
る
「
技
術
的
手
段
を
回
避
す
る
」
に
つ
い
て
、
【
］
『
ｐ
．
ｍ
．
○
・
琶
呂
』
（
四
）
（
②
）
（
シ
）
】
は
、
以
下
の
よ
う
な
定
義

を
与
え
て
い
る
。
す
わ
な
ち
「
「
技
術
的
手
段
を
回
避
す
る
」
と
は
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
か
け
た
著
作
物
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
解
除
す

る
こ
と
、
暗
号
化
し
た
著
作
物
を
解
読
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
、
著
作
権
者
の
許
諾
な
く
、
技
術
的
手
段
を
無
効
に

す
る
こ
と
、
迂
回
す
る
こ
と
、
除
去
す
る
こ
と
、
無
力
化
す
る
こ
と
、
ま
た
は
阻
害
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
。

本
条
項
は
、
わ
が
国
で
は
不
正
競
争
防
止
法
で
規
制
さ
れ
て
い
る
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
回
避
装
置
の
取
引
行
為
を
、
著
作
権

７（熊本法学119号'10
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法
で
規
制
す
る
旨
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
第
三
類
型
に
関
す
る
ゴ
ロ
・
の
．
Ｏ
亟
届
ｓ
（
す
）
は
、
第
二
類
型
と
よ
く
似
た
形
体
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
違
い
は
以
下

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第
二
類
型
琶
呂
」
（
四
）
（
国
）
は
「
本
編
〔
合
衆
国
法
律
集
第
Ⅳ
編
〕
に
よ
り
著
作
権
が
付
与
さ
れ
た
著
作
物
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
的
手
段
」
を
回
避
し
う
る
技
術
の
取
引
（
〔
Ｂ
三
。
）
を
規
制
対
象
に
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
第
三
類
型
琶
巴
」
（
ウ
）
（
」
）
は
「
〔
同
第
Ⅳ
編
〕
に
よ
る
著
作
権
者
の
権
利
を
効
果
的
に
保
護
す
る
技
術
的
手
段
に
よ
っ

｛
、
｝

て
可
能
と
な
る
保
護
」
を
回
避
し
う
る
技
術
の
取
引
を
法
上
禁
止
さ
れ
る
行
為
形
態
と
し
て
い
る
。
｝
」
の
違
い
は
な
に
か
。
両
法
条
の

Ｑ
『
２
曰
く
の
具
一
○
口
（
の
８
口
（
）
一
○
国
の
取
引
禁
止
と
い
う
点
は
共
通
で
あ
る
。
た
だ
前
者
（
第
二
類
型
》
】
９
－
（
四
）
（
画
）
）
は
、
原
著
作

物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
技
術
的
手
段
の
回
避
を
規
制
対
象
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
作
物
に
設
定
さ

れ
た
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
回
避
す
る
技
術
的
装
置
に
つ
い
て
、
そ
の
提
供
、
販
売
等
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後

者
（
第
一
一
一
類
型
竺
呂
］
（
ワ
）
（
］
）
）
は
、
適
法
に
取
得
さ
れ
た
著
作
物
の
複
製
か
ら
（
し
た
が
っ
て
原
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
許
容

さ
れ
て
い
る
）
さ
ら
に
複
製
を
作
成
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
著
作
権
侵
害
と
な
る
行
為
形
態
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
技
術
的

（
服
）

手
段
の
回
避
を
規
制
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
コ
ピ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
回
避
し
よ
う
と
す

る
装
置
の
取
引
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ピ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
規
定
）
。

三
本
稿
に
お
け
る
行
論
に
と
っ
て
、
つ
ぎ
の
規
定
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
述
の
諸
条
項
の
適
用
を
限
定
す
る
た
め
に
設
け
ら

三
本
挙

れ
て
い
る
。

【
ヨ
ロ
，
の
．
○
一
］
ｇ
］
（
。
）
］
「
〔
本
編
の
〕
そ
の
他
の
権
利
な
ど
に
は
影
瀞
は
な
い
。

の
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
本
編
に
よ
る
権
利
、
救
済
、
限
定
、
著
作
椎
侵
害
に
対
す
る
抗
弁
、
そ
こ
に
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス

〔
の
抗
弁
〕
も
含
ま
れ
て
い
る
〔
、
こ
れ
ら
に
〕
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
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暗号化と表現の目['１

一
コ
ー
ド
は
、
あ
る
特
定
の
機
能
の
実
施
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
に
求
め
る
、
一
連
の
指
令
か
ら
な
る
。
コ
ー
ド
の
書
き
手
で
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
具
現
化
し
う
る
よ
う
な
コ
ー
ド
と
し
て
表
出
し
て
い
る
。
コ
ー
ド

（
燗
｝

も
ま
た
一
一
一
一
口
語
〈
←
四
肩
口
四
由
。
）
で
あ
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
も
、
そ
し
て
法
学
者
も
、
と
も
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
卿
｝

（昭一）
（
釦
）

□
く
つ
に
設
定
さ
れ
た
○
ｍ
ｍ
の
暗
号
を
解
除
す
る
□
の
○
ｍ
の
の
⑫
。
こ
『
ｏ
の
８
Ｑ
の
お
よ
び
・
す
］
の
０
（
８
。
⑪
を
ウ
ェ
プ
サ
ィ
ト
に
掲
示

（
己
。
⑪
こ
し
た
こ
と
が
○
三
Ｏ
シ
違
反
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
ｏ
ｏ
１
Ｑ
判
決
で
、
第
二
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
（
」
ｏ
ｐ
ｐ
ｚ
の
三
日
目

㈹
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
８
口
⑫
色
目
の
『
の
一
の
・
弓
○
日
８
、
通
信
、
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
行
わ
れ
る
自
由
な
言
論

お
よ
び
プ
レ
ス
の
権
利
を
、
拡
大
ま
た
は
縮
小
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

少
し
煩
鎖
で
は
あ
っ
た
が
、
本
稿
の
後
の
行
論
に
必
要
に
な
る
限
り
で
、
□
三
○
少
の
関
連
規
定
を
こ
こ
に
詳
述
し
て
お
い
た
。
そ

れ
ら
は
一
面
で
著
作
権
の
保
護
規
定
と
そ
の
限
定
規
定
と
い
う
、
あ
の
ｇ
一
目
８
を
踏
襲
す
る
法
櫛
造
を
も
つ
よ
う
に
も
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
著
作
椎
を
限
定
す
る
、
そ
の
意
味
で
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
規
定
群
（
］
「
ご
・
の
．
○
・
琶
呂
』
（
。
）
）
は
、
そ
の
適
用
に
お
い

て
実
に
心
許
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
修
正
一
条

１
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
と
修
正
一
条

（
省
略
）

９（熊本法学】19号'1０
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裁
判
官
）
は
、
ま
ず
く
コ
ー
ド
が
修
正
一
条
の
対
象
で
あ
る
か
〉
の
分
析
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
れ
は
修
正
一
条
の
分
析
枠
組
の
端
緒

に
は
、
問
題
の
法
令
が
修
正
一
条
で
保
護
さ
れ
て
い
る
言
論
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
を
置
く
こ
と
が
、
定
石
で
あ
る

（
淫
）

と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
Ｃ
ミ
ミ
判
決
は
、
コ
ー
ド
で
な
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
修
正
一
条
上
の
言
論
で
あ
る
、
と
の

一
卿
）

緒
藝
輌
を
導
き
出
し
て
い
る
。
い
わ
く
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
が
た
だ
単
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
と
い
う
言
語
で
な
さ
れ
て
い
る
（
の
×
耳
の
⑪
印
且
）
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
憲
法
上
の
「
言
論
」
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
「
コ
ー
ド
」
で
記
述
さ
れ
て
い
る
数
式
や
楽
譜
も
、
換
言

｛
Ⅷ
）

す
る
と
、
知
識
の
な
い
者
に
は
理
解
で
き
な
い
記
号
で
の
表
記
方
法
で
も
、
と
も
に
修
正
一
条
が
ｎ
ｏ
ぐ
の
【
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

た
し
か
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
や
数
式
、
楽
譜
を
解
さ
ぬ
人
も
い
る
。
た
だ
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ら
で
表
記
さ
れ
た

も
の
が
修
正
一
条
の
保
護
を
受
け
な
い
と
は
い
え
な
い
。
「
仮
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
が
修
正
一
条
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
〔
保

護
を
受
け
る
〕
典
型
的
な
言
論
（
８
弓
①
二
三
・
目
｝
醜
己
の
の
ｏ
一
】
）
と
区
別
さ
れ
る
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
言
語
が
解
し
が
た
い
（
・
▽

「
鍋
｝

の
。
Ｅ
『
の
）
と
い
う
理
由
に
は
よ
ら
な
い
〔
別
の
理
由
に
よ
る
〕
」
。

二
で
は
〈
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
で
書
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
言
論
か
〉
と
い
う
問
題
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
つ

ぎ
の
理
由
に
よ
り
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
「
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
は
文
学
作
品
を
書
く
た
め
の
言
語
と
は
違
う
。
そ
れ
は
、

第
一
義
的
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
実
行
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
言
語
で
あ
る
。
そ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
指

（
節
）

令
（
ご
印
芹
『
巨
呂
・
ロ
⑪
）
を
出
す
こ
と
を
本
質
と
し
て
い
る
」
の
だ
か
ら
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
９
１
ｓ
判
決
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
一
条
の
保
護
の
カ
テ
ゴ
リ
に

含
め
て
い
る
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
指
令
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
理
由

（
顔
）

と
し
て
、
修
正
一
条
の
言
論
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
機
能
さ
せ
る
よ
う
指
示
を
出
す
と
い

(熊本法学119号Ⅲ10）１０



暗号化と表現の自由

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
に
修
正
一
条
の
客
体
性
を
認
め
た
後
、
ｇ
ニ
ミ
判
決
は
、
表
現
の
自
由
の
限
界
に
関
す
る
規
制
類

型
論
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

「
表
現
行
為
に
対
す
る
政
府
の
規
制
は
、
仮
に
そ
れ
が
規
制
さ
れ
た
言
論
の
内
容
と
関
係
の
な
い
理
由
に
よ
る
も
の
な
ら
「
内
容
中

｛
抑
）

立
」
で
あ
る
と
い
う
」
。
「
表
現
の
内
容
に
は
関
連
性
を
も
た
な
い
目
的
に
仕
え
る
規
制
で
あ
る
な
ら
、
た
と
え
若
干
の
②
己
の
四
戸
の
『
の
や

（
釦
）

日
の
の
碗
律
、
①
⑪
に
付
随
的
な
影
響
が
出
た
と
し
て
も
、
〔
内
容
〕
中
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
。
こ
こ
で
は
、
規
制
さ
れ
て
い
る
も

｜
郷
）

こ
こ
で
ｏ
Ｃ
『
（
ぬ
ご
判
決
は
、
重
要
な
視
点
を
確
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
の
よ
う
な
曰
⑪
（
『
臣
２
－
（
）
目
は
、
そ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
の

も
の
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
人
類
に
よ
る
理
解
や
評
価
も
可
能
で
あ
る
旨
｛
・
『
目
自
・
ロ
も
伝
送
し
て
い
る
」
。

こ
の
言
説
か
ら
ｏ
○
三
（
増
判
決
は
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
可
能
性
を
基
準
と
し
て
、
修
正
一
条
の
客
体
性
を
判
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
Ⅱ
人
間
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
旨
の
｛
『
ロ
日
。
□
の
を
発
し
て
い
る
コ
ー
ド
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ス
キ

ル
を
向
上
さ
せ
る
ご
［
・
日
］
巴
一
○
口
を
読
み
取
り
、
コ
ー
ド
と
し
て
の
表
出
を
通
じ
て
、
他
者
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
交
換
を
し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
ヨ
［
・
『
曰
昌
目
の
伝
送
を
可
能
に
す
る
コ
ー
ド
の
表
出
は
、
修
正
一
条
で
保
護
さ
れ
る
言
論
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
性
質
（
８
日
Ｑ
ご
）
は
、
旨
【
。
『
曰
：
○
コ
を
伝
送
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は

ヨ
【
日
日
目
（
）
己
を
も
伝
送
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
〔
コ
ー
ド
に
よ
る
〕
旨
の
（
『
■
◎
冒
口
の
を
修
正
一
条
の
意
図
す
る
「
言
論
」

（
湖
）

に
Ｉ
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

２
言
論
規
制
類
型
で
み
る
○
三
○
ン

1１（熊本法学119場'10）



論 説

一
一
□
二
○
少
の
目
（
一
’
９
「
８
曰
く
の
具
一
○
口
目
一
の
の
（
］
ゴ
ロ
・
の
．
○
・
》
］
ｇ
」
（
四
）
）
は
、
の
勺
の
①
◎
す
８
日
己
○
コ
の
貝
と
ロ
○
二
⑩
。
①
の
：
８
日
－

℃
。
二
の
ョ
を
併
有
す
る
、
と
判
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
控
訴
裁
の
裁
判
書
を
執
筆
し
た
ｚ
の
言
『
自
己
裁
判
官
だ
け
で
な

（
税
）

呼
ん
で
お
ノ
、
）
。

こ
の
憲
法
適
合
性
の
判
定
枠
組
を
も
ち
い
て
、
連
邦
控
訴
裁
は
、
連
邦
地
裁
（
ロ
ミ
ミ
ミ
燭
巳
自
〉
が
被
告
○
・
二
の
】
に
発
給
し
た

□
の
８
ｍ
を
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ペ
ー
ジ
上
に
置
く
こ
と
（
己
。
⑪
ヨ
、
）
お
よ
び
□
の
○
ｍ
ｍ
を
置
い
て
い
る
ウ
ェ
ッ
プ
・
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
を
貼

る
こ
と
（
｜
ご
丙
冒
、
）
に
つ
い
て
の
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
認
容
し
て
い
る
（
前
者
を
己
○
の
ご
的
規
制
、
後
者
を
冒
画
ゴ
賎
規
制
と

も
の
で
は
な
い
こ
と
〉
。

（
蝿
｝

一
脚
）

の
が
表
現
で
あ
る
か
、
行
動
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
言
論
的
要
素
と
非
言
論
要
素
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
い
え
る
「
営
為
（
■
目
ぐ
一
一
】
）
」

｛
釦
）

で
あ
る
か
と
い
う
、
内
容
中
立
を
判
定
す
る
谷
口
衆
国
最
高
裁
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
用
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ｏ
・
藁
⑩
ビ
判
決
は
続
け
て
、
コ
ー
ド
と
い
う
言
論
表
出
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
捉
え
て
、
そ
こ
に
⑫
ロ
の
①
。
ご
ロ
・
■
の
己
の
①
◎
す
８
日
□
目
の
貝

の
混
在
を
認
め
て
い
る
。
連
邦
控
訴
裁
は
、
大
要
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

あ
る
タ
ス
ク
を
果
た
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
成
果
物
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
誰
も
が
即
座
に
利
用
可
能
に

な
る
。
こ
の
成
果
物
を
得
る
た
め
に
人
間
に
求
め
ら
れ
る
行
為
は
、
限
定
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ウ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
の
み
で

あ
る
。
こ
の
コ
ー
ド
の
実
体
は
、
ま
た
、
そ
の
通
常
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
あ
る
修
正
一
条
上
の
分
析
手
法
が
適
合
的
で
あ
る
。
コ
ー

（
師
）

ド
に
は
非
言
論
的
要
素
と
言
論
的
要
素
が
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

□
二
○
少
を
言
論
内
容
中
立
規
制
と
理
解
し
た
連
邦
控
訴
裁
は
、
目
ミ
苫
国
判
決
に
依
拠
し
て
、
そ
の
憲
法
適
合
性
を
判
定
す
る
審
査

（
郷
）

基
準
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。
〈
①
当
該
規
制
が
政
府
の
実
質
的
な
利
益
に
仕
え
て
い
る
こ
と
、
②
そ
の
利
益
が
自
由
な

表
現
の
抑
圧
に
は
関
係
し
て
い
な
い
こ
と
、
③
言
論
に
対
す
る
付
随
的
規
制
が
規
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
に
と
っ
て
必
要
以
上
の

(熊本法学119号'10）１２



略号化と表現の['''１
（
郷
）

く
、
連
邦
地
裁
の
裁
判
轡
を
執
筆
し
た
Ｆ
の
三
一
⑪
シ
・
【
ロ
ロ
ー
の
ゴ
裁
判
官
に
も
共
通
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
上
述
の

□
三
○
シ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ロ
○
コ
の
ｂ
の
①
９
８
日
己
○
コ
の
具
を
規
制
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
□
三
○
シ
は
、
い

わ
ゆ
る
表
現
行
為
の
非
言
論
的
要
素
を
規
制
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
で
あ
る
な
ら
ば
、
召
の
①
：
８
日
ロ
。
。
の
具
に
付
随
的
な
影
響
が

出
て
も
、
言
論
内
容
に
中
立
な
規
制
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
胃
】
〕
目
そ
し
て
【
：
一
目
の
思
考
基
盤
が
、
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。

（
羽
）

こ
の
思
考
法
に
対
し
て
「
言
論
は
①
眉
［
の
⑪
の
一
ぐ
の
で
あ
る
と
同
時
に
｛
目
２
．
口
山
一
で
あ
る
」
と
評
し
た
の
が
の
・
の
○
三
の
］
で
あ
る
。

ま
た
彼
が
引
証
し
て
い
る
幻
・
の
百
・
・
厘
①
］
も
つ
ぎ
よ
う
い
う
。
「
仮
に
わ
れ
わ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ー
ド
を
言
論
で
あ
る
と
い
う

な
ら
、
そ
れ
は
①
×
己
『
の
閨
ぐ
の
で
も
あ
り
［
目
、
三
・
昌
一
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
指
令
を
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
仰
｝

『
目
８
．
コ
を
⑦
〆
己
『
の
⑩
の
一
・
□
か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
ま
た
彼
女
は
「
機
能
性
（
［
目
昌
・
ロ
ロ
｜
ご
）
は
本
来
的
に
ど
の

（
Ⅲ
）

表
現
（
の
愚
『
の
ｍ
の
一
・
口
）
に
も
あ
る
。
そ
れ
を
あ
っ
さ
り
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
も
い
う
。

の
。
ご
の
ど
・
の
す
。
。
六
一
聖
の
言
説
の
眼
目
、
そ
れ
は
□
の
○
ｍ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
規
制
す
る
□
三
ｏ
少
の
規
定
が
言
論
内
容
に
基
づ
く
規

制
で
あ
る
、
と
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
の
Ｃ
三
の
】
に
語
っ
て
も
ら
お
う
。
「
連
邦
議
会
が
ロ
の
○
ｍ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
（
目
圓
・
ロ
巴
の
｜
の
‐

曰
の
日
を
仮
に
気
に
入
ら
ず
そ
れ
を
規
制
し
よ
う
と
決
め
た
な
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
①
眉
『
の
⑪
の
一
○
コ
に
基
づ
く
規
制
し
た
こ

（
に
｝

と
に
●
な
ろ
う
」
。

□
三
○
シ
が
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
な
ら
、
当
該
法
律
の
修
正
一
条
適
合
性
は
、
厳
格
審
査
基
準
の
も
と
で
判
定
さ
れ
な
け
れ

｛
怖
｝

ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
一
一
論
者
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
、
こ
う
一
言
っ
て
い
る
。

1３（熊本法学119号１０）



論 説

ｏ
の
８
ｍ
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
作
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
表
出
で
あ
り
、
そ
の
⑫
己
の
①
＆
８
日
己
○
コ
の
ゴ
ー
へ

二
・
口
⑫
己
の
①
８
８
ヨ
ロ
・
口
の
貝
の
区
別
不
可
能
を
語
る
の
が
の
、
三
の
］
・
の
。
。
。
【
一
旦
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
説
に
与
す
る
者
か
ら
す
れ
ば
、

□
三
○
少
の
ロ
の
８
の
規
制
は
、
言
論
内
容
に
基
づ
く
規
制
で
あ
り
、
厳
格
審
査
基
準
に
よ
る
憲
法
適
合
性
審
査
が
必
要
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
【
：
一
目
裁
判
官
は
、
厳
格
審
査
の
適
用
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
に
よ
れ
ば
、
□
ご
□
に
設
定
さ
れ
て
い
る

技
術
的
保
護
手
段
を
回
避
す
る
言
論
は
、
ま
さ
に
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
Ｃ
ｇ
Ｏ
シ

に
つ
い
て
厳
格
審
査
を
回
避
で
き
る
と
し
た
論
拠
が
こ
こ
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ｇ
ｏ
ｏ
六
一
の
『
の
つ
ぎ
の
言
説
は
暹
し
い
・
「
著
作
権
を
実
際
に
侵
害
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
な

あ
ろ
う
。

の
。
。
｜
の
ご
・
の
す
。
。
三
の
『
は
上
述
の
よ
う
に
言
う
が
、
連
邦
地
裁
の
【
ロ
ロ
ー
の
。
裁
判
官
は
、
Ｃ
三
Ｏ
シ
が
仮
に
言
論
内
容
に
基
づ
く
規

』
、
呵
一

制
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
裁
判
所
で
は
〔
言
論
内
容
に
中
立
的
な
規
制
と
〕
同
じ
審
査
蕪
準
が
適
川
さ
れ
る
」
と
い
う
。
彼
は
こ
の
言

（
柵
｝

明
箇
所
の
末
尾
に
註
を
付
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
う
。
。

あ
る
カ
テ
ゴ
リ
の
言
論
は
、
そ
の
内
容
に
基
づ
き
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
不
正
確
で
は
あ
る
が
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
」
と

一
価
〉

言
わ
れ
て
き
て
い
る
。
わ
い
せ
つ
や
「
け
ん
か
言
葉
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
が
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
言

論
に
対
す
る
規
制
は
「
定
義
的
」
衡
最
の
過
程
を
通
し
て
、
そ
の
蔽
法
適
合
性
が
判
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
自
由
な
言
論
の
価
値
と

（
価
）

政
府
の
正
当
な
利
益
を
比
較
す
る
テ
ス
ト
で
あ
る
。
Ｃ
三
○
シ
に
よ
る
「
取
引
禁
止
規
定
」
（
ヨ
ロ
・
の
。
ｏ
・
や
届
○
］
（
口
）
（
、
）
陣
（
丘
）
（
』
）
）

が
被
告
側
の
言
う
よ
う
に
言
論
内
容
に
基
づ
く
規
制
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
や
は
り
裁
判
所
の
判
断
は
裁
判
書
の
通
り
で

３
□
の
。
の
の
は
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
」
で
は
な
い
か
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論 説

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
３
（
ｅ
判
決
を
引
用
し
て
い
る
ご
已
庁
の
。
の
国
芹
の
⑰
ご
・
国
８
日
四
９
句
・
の
巨
ご
ロ
・
圏
］
］
］
］
（
ｚ
・
ロ
・
○
し
．

（「”）
（
認
）

、
ｇ
園
）
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
回
』
８
言
は
②
。
菖
Ｅ
判
決
で
の
連
邦
最
高
裁
の
つ
ぎ
の
点
の
参
照
も
促
し
て
い
る
。

②
。
ミ
判
決
で
最
高
裁
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
を
「
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
合
理
の
原
則
（
８
臣
冒
亘
①
日
］
①
Ｃ
開
局
の
四
ｍ
○
口
）
」
で
あ
る
と
し
て

こ
れ
に
対
し
て
論
者
の
な
か
に
は
、
上
述
し
た
「
ば
ら
ば
ら
の
言
説
」
を
捉
え
て
、
連
邦
最
高
裁
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
を
憲
法
上
の

（
的
）

要
請
で
あ
る
と
し
て
い
る
、
と
理
解
し
た
者
も
い
る
。
］
・
ｍ
Ｃ
昌
一
の
は
、
さ
ら
に
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
を
理
由
に
著
作
権
法
の
修
正
一
条

フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

１
〈
控
訴
人
は
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
」
を
、
著
作
権
条
項
お
よ
び
修
正
一
条
に
よ
る
要
求
で
あ
る
と
い
う
が
、
連
邦
最
高
裁
が
そ

の
よ
う
な
理
解
を
示
し
た
こ
と
は
な
い
〉
。

（
艶
）

連
邦
控
訴
裁
は
、
連
邦
最
高
裁
が
確
か
に
控
訴
人
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う
な
「
ば
ら
ば
ら
の
一
一
一
一
口
説
」
を
述
べ
て
き
て
い
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
②
討
忌
冒
亘
判
決
の
「
〔
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
〕
は
、
法
が
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
創
作
性
の
ま
さ
に
息
の
根

（
卿
）

を
止
め
る
よ
う
な
場
〈
ロ
に
は
、
著
作
権
法
規
の
厳
格
な
適
用
の
回
避
を
裁
判
所
に
許
し
て
い
る
」
や
国
口
包
③
『
俸
沌
。
＆
判
決
の
「
修

正
一
条
の
保
護
は
、
著
作
権
性
の
あ
る
の
息
『
の
⑰
臼
。
□
と
そ
れ
を
否
定
さ
れ
て
い
る
［
：
房
や
丘
①
凹
め
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
ま
た
、

伝
統
的
に
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
よ
り
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て
き
た
学
問
研
究
や
論
評
に
自
由
を
認
め
る
こ
と
で
、
す
で
に
著
作
権
法

（
別
）

の
な
か
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
」
ま
た
（
ざ
ご
Ｓ
ｃ
③
一
一
判
決
の
「
著
作
権
保
護
の
は
じ
め
か
ら
、
著
作
物
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
機
会
は
、

著
作
権
の
ま
さ
に
目
的
で
あ
る
「
学
術
と
有
益
な
技
芸
の
進
歩
を
促
進
す
る
こ
と
』
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

（
覇
〉

き
た
」
と
い
う
裁
判
書
の
な
か
の
一
節
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
が
憲
法
上
の
直
接
的
要
請
で
あ
る
｝
」

と
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

（
犯
〉

い
た
の
で
あ
ｚ
》
。
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暗号化と表現の自由

ｇ
」
こ
の
控
訴
人
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
を
著
作
物
の
曰
の
【
旨
の
の
一
言
の
「
の
一
・
コ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
正
当
化
す
る
法
理
論
と
捉
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
連
邦
控
訴
裁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
こ
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
は
、
利
用
者
の
好

む
技
術
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
コ
ピ
ー
す
る
た
め
に
、
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
も
の

（
唾
）

と
は
、
決
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
き
て
い
な
い
」
。

ま
た
国
８
ミ
判
決
の
見
解
も
●
。
（
ｅ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
Ｅ
８
ミ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
…
…
ロ
三
ｏ
シ
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー

ス
を
削
除
し
て
い
な
い
し
、
誰
か
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う
な
実
質
を
も
ち
あ
わ
せ
て
も
い
な
い
。
…
…

ロ
ー
Ｏ
シ
は
、
誰
か
が
著
作
物
か
ら
引
用
す
る
こ
と
も
、
研
究
や
論
評
を
目
的
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
こ
と
も
、
妨
害
し
て
い

な
い
。
利
用
者
は
電
子
ブ
ッ
ク
に
関
し
て
は
あ
る
種
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
従
事
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
感
じ
る
か
も
し
れ
な

（
⑪
）

い
・
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
は
な
お
有
効
で
あ
る
」
。
更
。
◎
ミ
判
決
の
こ
の
言
説
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ｏ
三
○
シ
は
確
か
に
禁
止
し
て
い
る
け
れ
ど
、
当
該
著
作
物
を
論
評
し
た
り
、
必
要
な
引
用
を
す
る
と
い
っ
た
フ
ェ

ア
・
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
、
□
三
Ｏ
シ
は
何
ら
そ
の
有
効
性
に
変
更
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
こ
と
を
捉
え
て
の
も
の
で
あ
る
。

Ｄ
Ｃ
』
亀
・
国
８
ミ
の
見
解
に
は
、
幻
・
ｚ
－
Ｂ
Ｂ
①
『
が
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
は
ｏ
○
一
ｓ
判
決
の
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
」
は
憲
法

上
の
権
利
で
は
な
い
と
の
見
解
お
よ
び
国
８
ミ
判
決
の
□
三
○
房
は
引
用
や
論
評
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
を
是
認

２
〈
Ｑ
）
宮
事
件
の
控
訴
人
は
、
著
作
物
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
内
実
で

（
Ⅲ
｜

あ
る
と
い
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
〉
。

す
る
。

（
⑪
）

上
の
審
査
を
不
要
と
し
た
同
ミ
『
⑮
＆
判
決
で
の
合
衆
国
最
高
裁
の
言
説
も
指
摘
し
つ
つ
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

の
あ
と
、
□
二
○
シ
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
ロ
『
ご
］
の
館
の
を
取
り
払
う
効
果
を
も
つ
こ
と
に
向
か
う
の
で
あ
る
が
、

国
・
己
の
の
筆
は
こ

こ
の
こ
と
も
後
述

1７（熊本法学119場’10）



論 説

（
畑
）

し
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
「
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
は
著
作
物
（
日
四
【
の
局
一
）
を
、
そ
れ
が
便
利
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
〔
そ
れ

〈
、
）

を
〕
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
ま
ま
で
と
る
椛
利
で
は
な
い
」
。
二
つ
の
判
決
お
よ
び
ｚ
－
『
。
『
。
①
『
の
見
解
の
意
味
は
よ
く
分
か
る
。
Ｃ
三
○
シ

は
た
し
か
に
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
著
作
物
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
形
式
で
引
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
一
九
七
六
年
法
に
い
う

フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
は
、
後
続
表
現
者
が
先
行
著
作
物
の
ま
さ
に
〈
「
。
『
ョ
。
（
の
恩
『
の
⑩
⑪
一
・
口
〉
を
権
利
者
の
許
諾
な
し
に
利
用

で
き
る
、
と
い
う
法
益
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ナ
ロ
グ
形
式
に
変
換
し
て
の
利
用
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

ワ
ニ
Ｏ
シ
は
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
と
も
親
和
性
あ
る
法
規
定
で
あ
る
と
筒
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
ま
た
Ｏ
Ｃ
烏
ご
事
件
の
控
訴
人
は
、
：
８
ｍ
の
８
コ
（
『
○
一
の
を
回
避
し
た
あ
と
の
著
作
物
利
用
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
目
的
で
あ
る
な
ら
、

一
Ｍ
｝

当
該
回
避
行
為
は
著
作
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
も
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
が
」
ゴ
ロ
・
の
。
○
・
》
届
◎
一
（
ｏ
）
の
意
味
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
連
邦
控
訴
裁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
、
控
訴
人
の
主
張
を
一
蹴
し
て
い
る
。
己
三
○
少
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
、
著
作
物
を
保
護
し
て
い
る
曰
、
旨
｝
乏
巴
一
⑰
の
回
避
で
あ
る
（
そ
し
て
、
回
避
道
具
の
取
引
で
あ
る
）
。
回
避
が
起
こ
っ
た
あ

｛
、
）

と
の
そ
れ
ら
の
利
用
に
、
□
二
○
シ
自
体
は
関
係
な
い
」
。
つ
ま
り
、
ロ
ン
皀
○
シ
は
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
に
付
さ
れ
た
技
術
的
保
護
装
置
の

回
避
を
規
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
装
悩
の
凹
避
が
適
法
で
あ
ろ
う
と
述
法
で
あ
ろ
う
と
、
ひ
と
た
び
保
護
装
悩
が
解
除
さ
れ
た

後
の
コ
ン
テ
ン
ッ
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
□
ご
Ｏ
シ
は
影
響
し
な
い
。
こ
の
こ
と
を
『
□
・
の
．
○
・
》
Ｅ
Ｂ
（
。
）
は
規
定
し
て
い
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
論
者
は
こ
こ
に
注
目
し
、
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
目
的
で
の
行
為
に
○
三
○
シ
を
適
用
し
な
い
と
し
て
い
る
よ
う
に

も
読
め
る
］
「
ご
・
の
．
○
》
’
８
］
（
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
訓
示
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
」
、
］
ゴ
ロ
・
の
．
○
・
一
］
ｇ
］
（
②
）
．
（
す
）
の
「
適
用
範

一
Ｍ
｝

剛
を
制
限
す
る
法
的
効
果
は
、
ほ
ぼ
無
に
等
し
い
と
Ｊ
ロ
い
え
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
著
作
物
の
技
術
的
保
護
装
置
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
□
三
○
ン
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
］
『
ご
・
の
．
○
・
》
］
ｇ
］
（
四
）
．
（
す
）
）
。

但
し
、
ひ
と
た
び
そ
の
装
悩
が
解
除
さ
れ
た
後
の
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
は
ワ
ニ
Ｏ
シ
も
許
し
て
い
る
（
］
ゴ
ロ
・
の
ｂ
》
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「
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
〔
ｇ
』
ｅ
で
の
控
訴
人
が
し
た
よ
う
に
〕
作
品
の
ロ
『
の
〔
の
『
『
且
ぐ
の
『
⑭
一
・
コ
へ
の
□
『
口
且
日
一
口
Ｃ
８
の
＄
の

権
利
が
愈
法
上
の
保
護
を
受
け
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
連
邦
議
会
が
〔
以
下
の
よ
う
な
性
質
を
も
ａ
知
的
財

産
権
を
著
作
権
者
に
与
え
た
こ
と
が
、
修
正
一
条
に
違
反
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
〔
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
〕
は
著
作

権
法
が
一
般
に
憲
法
適
合
的
で
あ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
お
よ
び
他
の
諸
規
定
〔
の
適
用
〕
を
あ
る
形
体
の
箸

へ
卿
）

作
物
に
つ
い
て
除
外
す
る
と
い
う
よ
う
な
〔
性
質
を
も
つ
知
的
財
産
権
を
連
邦
議
会
が
権
利
者
に
与
え
た
こ
と
で
あ
る
〕
」
・

右
記
引
用
か
ら
わ
か
る
こ
と
、
そ
れ
は
国
・
昌
一
の
が
ロ
冨
○
シ
の
四
８
の
⑪
の
８
貝
『
○
一
⑫
回
避
禁
止
規
定
を
、
立
法
者
に
よ
る
新
し
い
知

的
財
産
権
の
創
設
と
見
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
権
利
の
創
設
は
、
反
面
で
、
後
続
表
現
者
の
表
現
の
自
由
を

制
約
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
は
、
こ
の
点
を
修
正
一
条
の
法
理
論
で
査
定
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
視
点
は
国
・
国
の
昌
一
の
『
の
論
説
の
な
か
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
は
技
術
装
置
そ
れ
自
体
の
回
避
を
制
限
し
た
Ｃ
三
○
シ
の
法
的
効

果
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
「
回
避
そ
れ
自
体
を
禁
止
し
た
こ
と
の
法
的
帰
結
は
、
〔
後
続
〕
利
用
者
の
己
『
ゴ
ー
ー
の
、
の
□
自
の
⑦
の

（
河
）

を
無
効
に
す
る
権
限
を
著
作
権
者
に
与
え
る
〔
こ
と
に
な
っ
た
〕
」
。

□
三
○
シ
は
、
後
続
表
現
者
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
己
『
弓
一
一
の
館
の
を
剥
奪
す
る
効
果
を
も
つ
。
本
稿
も
こ
の
視
点
に
賛
同
し
て
い
る
。

末
文
参
照
）
。

だ
と
い
う
、
〔

て
も
ら
お
う
。

－
９
］
（
。
）
）
。
□
三
○
シ
の
こ
の
条
文
構
造
の
中
で
、
第
一
二
○
一
条
⑤
項
の
法
的
効
果
は
い
か
ほ
ど
か
。
Ｃ
三
Ｏ
シ
の
な
か
で
後
続
表

現
行
為
と
の
価
値
を
衡
量
し
た
結
果
に
み
え
る
該
の
条
項
の
有
意
性
は
、
実
に
心
許
な
い
も
の
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
ご
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
］

一
一
一
ｍ
ｇ
』
の
は
、
著
作
物
の
Ｓ
の
〔
旨
の
い
（
ぐ
の
『
の
一
○
口
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず

と
い
う
、
（
ご
』
Ｑ
事
件
の
控
訴
人
の
立
論
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
こ
れ
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
少
し
彼
に
語
っ
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論 説

一
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
（
□
：
一
一
・
口
・
曰
呂
〕
）
と
は
、
著
作
権
の
客
体
性
を
も
た
な
い
、
ま
た
は
、
保
護
要
件
に
欠
け
て

い
る
〈
席
・
『
曰
。
【
の
×
ロ
『
の
閉
一
。
。
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
著
作
権
期
間
が
満
了
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
独
創
性
に
欠
け
る
も
の

も
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
優
れ
た
創
作
物
に
つ
い
て
後
世
代
に
自
由
利
用
を
認
め
る
た
め
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
こ
と
自
体
を

理
由
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
モ
ン
ズ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

国
の
昌
一
の
『
は
、
一
口
「
。
§
島
◎
ロ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
法
的
効
果
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
誰
も
、
そ
の
条
件
に
適
う
】
貝
・
閂
目
目
。
。
を
あ
る
特
定
の
仕
方
で
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
他
者
を
排
除
す
る
権
利
を
持

た
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
そ
の
ヨ
｛
。
『
己
巴
｝
・
】
】
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
な
ら
、
す
べ
て
の
利
用
者
が
そ
の
利
用
に
つ
い
て

ま
た
□
三
○
シ
は
、
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
作
品
に
物
理
的
に
設
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
制
限
を
、
保
護
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
入

場
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
美
術
館
に
入
館
で
き
な
い
（
し
た
が
っ
て
そ
の
展
示
品
を
鑑
賞
で
き
な
い
）
こ
と
に
よ
く
似
て
い
る
。
前
述
の

〈
汀
）

国
・
冒
一
の
は
、
こ
の
点
を
捉
え
て
、
Ｃ
三
○
シ
は
知
的
財
産
を
有
体
物
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
や
は
り
□
三
○
シ
は

「
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
」
を
変
更
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
ね
）

フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
は
、
そ
の
背
後
で
、
表
現
の
自
由
と
い
う
憲
法
上
の
権
利
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
当
該
憲
法
上
の
価
値

を
縮
減
す
る
よ
う
な
法
的
効
果
を
も
つ
規
定
を
、
連
邦
議
会
は
、
著
作
権
条
項
（
己
・
の
．
○
○
扇
『
ん
『
（
］
》
密
》
ｏ
』
・
囚
）
に
基
づ
き
制

定
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
［
五
そ
の
他
の
問
題
］
で
論
述
し
て
い
る
。

四
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
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と
こ
ろ
で
連
邦
憲
法
一
条
八
節
は
「
連
邦
議
会
は
〔
つ
ぎ
の
〕
権
限
を
有
す
る
」
と
の
柱
書
に
続
け
て
【
著
作
権
条
項
］
と
し
て
第

八
項
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
「
著
作
者
に
、
そ
の
著
作
物
に
対
す
る
排
他
的
権
利
を
一
定
期
間
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
ｍ
）

学
術
の
進
歩
を
促
進
す
る
こ
と
」
。
わ
た
し
は
こ
の
条
項
を
試
み
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
で
、
｝
」
の
な
か
に
あ
る
【
目
的
・

手
段
］
の
関
係
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
連
邦
議
会
は
「
著
作
者
に
、
そ
の
著
作
物
に
対
す
る
排

他
的
権
利
を
一
定
期
間
保
障
す
る
」
と
い
う
手
段
で
「
学
術
の
進
歩
を
促
進
す
る
」
と
い
う
目
的
を
遂
行
す
る
権
限
を
、
連
邦
憲
法
一

一
両
）

条
八
節
八
項
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
〉
と
。
こ
の
【
手
段
節
】
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
、
著
作
権
で
あ
る
。
著
作
権
は
、
著
作
者
に
一
定
期

間
保
障
さ
れ
た
、
排
他
的
権
利
で
あ
る
。
こ
こ
で
．
定
期
間
」
に
注
視
さ
れ
た
い
。
著
作
権
は
保
障
期
間
が
限
定
さ
れ
た
財
産
権
な

の
で
あ
る
。
表
現
者
に
よ
る
〈
｛
・
『
日
。
［
の
〆
耳
の
②
の
一
○
二
〉
に
著
作
権
と
い
う
財
産
権
を
設
定
し
た
の
は
、
こ
れ
が
経
済
学
で
い
う
公

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
対
概
念
は
、
エ
ン
ク
ロ
ウ
ズ
ド
・
ド
メ
イ
ン
（
の
ロ
○
一
○
⑪
の
Ｑ
Ｑ
ｏ
Ｂ
ｇ
ｐ
）
で
あ
ろ
う
。
因
の
ロ
六
一
日
に
倣

え
ば
、
こ
の
状
態
に
あ
る
ご
［
・
『
ョ
目
・
ロ
に
は
、
誰
か
に
排
他
的
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
上
の

（
洲
）

例
外
を
除
け
ば
、
他
の
誰
も
が
権
利
者
の
許
諾
な
し
に
当
該
一
己
［
ｏ
同
日
目
○
コ
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

わ
た
し
は
、
ご
｛
・
『
曰
昌
・
ロ
の
囲
い
込
み
（
の
昌
一
。
⑫
ロ
『
の
）
お
よ
び
私
物
化
（
で
『
一
ぐ
島
い
自
・
ロ
）
に
は
、
深
刻
な
８
口
の
【
一
［
昌
一
Ｃ
昌
一

｛
鴻
｝

・
す
］
の
ｏ
｛
－
．
口
⑩
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
て
き
た
。

ニ
ロ
富
Ｃ
少
は
、
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
装
置
を
回
避
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
回
避
装
置
の
取
引
を
、
違
法
行
為

（
満
）

と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
回
避
後
の
著
作
物
の
違
法
利
用
／
／
適
法
利
用
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ク
セ
ス
制
限
を
回
避
す
る
こ
と
そ
の

一
万
）

｝
」
と
目
体
が
規
制
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
的
効
果
は
、
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
の
中
に
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
事
実
を
含
め
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
．

ド
メ
イ
ン
に
も
及
ん
で
い
る
。

｜
海
｝

等
し
い
ｂ
『
一
く
一
一
の
胸
⑪
を
も
つ
」
。
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論 説

Ｓ
三
つ
シ
は
、
著
作
椎
を
期
限
の
な
い
も
の
に
す
る
効
果
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
著
作
権
期
間
が
切
れ
た
と
し
て
も
、
暗

号
化
は
依
然
と
し
て
適
法
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
た
と
え
ば
□
の
○
田
の
よ
う
な
道
具
は
、
そ
れ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン

（
臥
一

と
な
っ
た
表
現
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
に
反
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
だ
か
ら
」
。

連
邦
憲
法
は
、
右
記
し
た
よ
う
に
、
著
作
樵
を
「
一
定
期
間
」
に
限
る
排
他
的
権
利
と
し
て
い
る
ｃ
こ
れ
は
曰
・
ロ
・
已
○
々
を
強
く

瞥
戒
し
て
い
た
「
建
国
の
父
」
た
ち
の
意
思
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
著
作
権
と
い
う
白
○
コ
目
Ｃ
ｌ
］
は
「
一
時
的
な
も
の
で
な
け
れ

（
魂
）

ぱ
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
国
・
巨
一
の
は
、
□
三
０
房
に
は
著
作
権
を
無
期
限
化
す
る
効
果
が
あ
る
、
と
い
う
の
で

｜
｜
｜
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
所
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ｏ
Ｃ
１
ｅ
判
決
の
控
訴
人
は
、
□
二
○
シ
に
つ
い
て
、
そ

れ
は
著
作
椎
条
項
が
述
邦
議
会
に
与
え
た
権
限
（
「
一
定
期
間
」
の
著
作
権
を
設
定
す
る
権
限
）
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
立
論

｛
武
」

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
○
ｍ
の
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
と
著
作
権
あ
る
も
の
（
８
日
『
一
ｍ
三
日
日
日
の
１
四
一
⑪
）
を
区
別
す
る

こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
の
利
用
制
限
を
著
作
権
者
に
可
能
に
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
□
三
○
シ
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
し
て
い
る
と
い
う
法
的

（
柵
）

構
造
を
捉
え
て
の
議
論
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
□
三
○
房
は
、
本
来
自
由
利
用
が
許
さ
れ
る
は
ず
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
、

共
財
の
性
質
を
も
つ
表
現
の
（
し
た
が
っ
て
市
場
で
は
過
少
生
産
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
、
言
論
市
場
へ
の
供
給
が
増
え
る
誘
因
に

な
れ
ば
と
の
政
策
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
財
産
権
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
著
作
権
に
保
障
期
間
が
あ
る
の
は
、
期
間
切
れ
の
〈
｛
日
日
○
（

の
怠
『
の
②
四
・
口
〉
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
後
続
表
現
者
の
自
由
利
用
を
認
め
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
さ
ら
な

（
帥
）

る
「
学
術
の
進
歩
」
に
仕
え
る
と
連
邦
憲
法
は
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
｝
」
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ワ
ニ
○
シ
に
は
、
著
作
権
と
い
う
期
限
つ
き
財
産
権
の
、
そ
の
期
限
を
取
り
払
う
効
果
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
再
び
国
８
－
の

あ
る
。

｜｜’

に
語
っ
て
も
ら
お
う
。

Ｓ
三
つ
シ
は
、
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（
抑
》

あ
る
論
者
は
「
実
際
問
題
と
し
て
は
、
こ
れ
が
一
番
大
き
な
問
題
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
評
価
Ｉ
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド

メ
イ
ン
に
対
す
る
□
三
○
シ
の
効
果
で
あ
る
だ
け
に
、
○
）
其
遷
判
決
で
の
問
題
棚
上
げ
が
残
念
で
あ
る
。

ま
た
国
８
ミ
判
決
で
は
、
□
三
○
シ
の
制
定
後
も
依
然
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
表
出
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
利
用

に
つ
い
て
は
変
更
が
な
い
、
と
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
加
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
の
見
解
に
少
し
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
あ
る
も
の
は
、
Ｓ
三
○
シ
の
制
定
後
も
〕
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と

｛
語
）

に
対
す
る
知
的
財
産
権
は
誰
に
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
。
「
発
表
者
（
ロ
：
」
一
⑪
す
の
『
）
は
、
そ
の
著
作
物
を
特
定
の
電
子
形
式
で
コ
ピ
ー

（
卿
）

す
る
こ
と
に
対
す
る
技
術
的
保
護
を
得
た
だ
け
で
あ
る
」
。
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
あ
る
ｊ
ｂ
の
が
限
定
さ
れ
た
形
式
で
し
か
発
表

で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
か
ら
そ
れ
を
取
り
除
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
そ
の
こ

｛
Ⅶ
）

と
が
特
定
の
電
子
的
コ
ピ
ー
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
発
表
者
に
許
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
ｊ
ｂ
そ
う
で
あ
る
」
。

囲
い
の
な
い
共
有
の
も
の
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
あ
る
も
の
が
「
コ
モ
ン
ズ
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
、
誰
の
自
由
利
用
も

排
除
し
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
も
□
三
○
シ
に
よ
る
著
作
権
保
護
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
も
の
に
ま
る
で
「
有
刺
鉄
線
」

（
ケ
胃
す
の
Ｑ
員
『
の
）
を
張
り
巡
ら
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
著
作
権
者
が
既
に
も
っ
て
い
る
法
的
保
護
に
「
物
理
的
」
保
護
シ

そ
の
自
由
利
用
を
規
制
す
る
効
果
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
本
件
に
お
け
る
第
二
巡
回
区
判
決
は
、
右
記
立
論
を
審
議
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
控
訴
人
が
当
該
主
張
を
正

（
胴
〉

式
な
形
で
提
起
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
以
下
の
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
そ
の
主
張
は
壱
工
全
に
時
期
尚
早
で
推
論
的
な
も
の

（
ロ
『
の
日
日
日
の
目
。
⑪
己
の
Ｃ
巳
四
号
の
）
で
あ
る
」
。
「
原
告
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
あ
る
も
の
の
コ
ピ
ー
を
妨
害
し
よ
う
と
し
て

い
た
と
か
、
旦
巨
ｇ
一
・
コ
で
被
告
が
そ
れ
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
い
な
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
い
わ
ん
や
そ

（
帥
）

の
証
拠
ｊ
ｂ
な
い
」
。

2３（熊本法学119号'】O）



論 説

一
□
二
○
シ
は
、
デ
ジ
タ
ル
著
作
物
に
設
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
の
回
避
お
よ
び
回
避
技
術
の
取
引
を
規
制

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
□
三
○
シ
は
、
言
葉
の
正
確
な
意
味
で
は
、
著
作
権
に
関
す
る
規
定
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン（
兜
）

ト
ロ
ー
ル
を
保
護
し
、
そ
れ
を
回
避
す
る
行
為
そ
れ
自
体
を
規
制
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
著
作
権
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

□
三
○
シ
の
制
定
後
も
、
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
自
由
利
用
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
変
更
は
な

い
と
し
て
き
た
裁
判
所
の
見
解
も
、
こ
の
理
解
と
平
灰
が
あ
う
。

二
と
こ
ろ
で
本
稿
な
い
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
懲
法
は
創
作
活
動
の
誘
因
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
著
作
権
と
い
う
手

段
の
設
定
権
限
を
、
連
邦
議
会
に
付
与
し
て
い
た
。
連
邦
憲
法
一
条
八
節
八
項
が
連
邦
議
会
に
付
与
し
た
権
限
は
、
こ
う
し
た
著
作
権

設
定
権
限
に
、
あ
る
意
味
で
限
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
□
三
ｏ
シ
は
、
著
作
椎
に
関
す
る
規
定
で
は
な

い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
□
二
○
シ
の
制
定
は
、
憲
法
が
連
邦
議
会
に
付
与
し
た
権
限
を
逸
脱
す
る
、
違
憲
の
立
法
行
為
で
は
な
か
ろ
う

（
螂
一

か
。
同
一
ｏ
・
ョ
判
決
の
被
告
側
が
展
開
し
た
の
は
こ
の
立
論
で
あ
っ
た
。

（
Ⅷ
｝

こ
れ
に
対
し
て
同
（
８
ミ
の
原
告
側
は
、
連
邦
政
府
の
州
際
通
商
権
限
（
一
条
八
節
一
一
一
項
）
に
関
す
る
ト
＆
周
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、

（
、
）

ロ
二
○
シ
は
「
通
商
条
項
」
（
８
日
Ｂ
の
『
Ｃ
の
Ｏ
ｌ
ｐ
Ｐ
ｍ
の
）
に
よ
る
立
法
権
行
使
で
あ
る
と
い
う
。
「
通
商
条
項
」
に
よ
り
連
邦
議
会
に
与
え

（
則
）

ス
テ
ム
を
仕
組
ん
だ
か
に
見
え
る
。
し
か
し
連
邦
議
会
に
は
こ
の
よ
う
な
法
規
制
を
す
る
権
限
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も

著
作
権
条
項
（
一
条
八
節
八
項
）
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
規
制
権
限
を
導
き
出
す
こ
と
に
、
疑
義
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

五
そ
の
他
の
問
題
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三
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
８
言
判
決
は
、
大
要
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
□
三
○
シ
が
州
際
通
商
権
限
の
行
使
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
。
加
州
南
部
地
区
連
邦
地
裁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
こ
れ
を

（
鰯
）

肯
定
し
て
い
る
。
「
□
三
○
シ
は
、
州
間
で
の
通
商
お
よ
び
外
国
と
の
通
商
に
、
実
質
的
な
影
響
の
あ
る
行
為
を
錘
不
止
し
て
い
る
」
。

□
三
○
少
の
規
制
対
象
で
あ
る
技
術
的
保
護
の
回
避
装
置
を
取
引
（
（
『
禺
胃
オ
ヨ
的
）
す
る
こ
と
や
売
買
す
る
こ
と
（
ョ
■
『
六
の
芹
曰
的
）
は
、

通
常
そ
れ
ら
は
。
ゴ
ー
ー
ヨ
の
を
用
い
て
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
州
を
超
え
て
の
通
商
に
直
接
的
な
関
連
性
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

臼
８
ミ
は
第
二
に
、
□
三
○
少
の
制
定
が
通
商
権
限
の
行
使
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
知
的
財
産
権
条
項
で
課
さ
れ
て
い
る
制

約
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
か
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
連
邦
地
裁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
仮
に
知
的
財
産
権
条
項
と
「
根

本
的
に
相
容
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
法
律
を
連
邦
議
会
が
制
定
し
た
な
ら
、
そ
の
法
律
は
議
会
権
限
の
違
懲
的
行
使
と
は
い
え
ま
い
。

他
方
、
仮
に
そ
の
法
律
が
他
の
憲
法
上
の
規
定
の
要
求
と
「
通
約
不
可
能
に
相
容
れ
な
い
」
も
の
で
あ
る
な
ら
、
他
の
す
べ
て
の
点
は

（
蝿
）

通
商
条
項
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
立
法
権
限
を
逸
脱
す
る
法
制
定
で
あ
る
と
い
え
る
」
。
そ
し
て
回
一
・
・
言
判
決
は
、

□
三
○
シ
の
制
定
が
「
海
賊
行
為
」
や
著
作
権
侵
害
行
為
を
可
能
に
す
る
道
具
の
取
引
を
防
止
す
る
こ
と
で
著
作
権
者
の
排
他
的
権
利

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
知
財
条
項
の
目
的
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
通
商
条
項

（
卿
）

に
よ
る
□
二
○
シ
の
制
定
が
、
他
の
憲
法
上
の
要
求
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
と
の
判
定
を
下
し
て
い
る
。

四
口
三
○
シ
は
、
知
財
条
項
に
よ
り
課
さ
れ
た
議
会
権
限
へ
の
制
約
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
州
際
通
商
権

う
か
。

ら
れ
た
州
際
通
商
権
限
は
、
通
常
は
広
範
囲
に
及
ぶ
と
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
（
註
拠
で
旧
８
周
判
決
の
理
解
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

但
し
、
も
ち
ろ
ん
無
制
限
で
は
な
い
。
「
連
邦
議
会
は
憲
法
上
の
制
約
を
無
効
に
す
る
ま
た
は
回
避
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
そ
の
権
限

（
兜
）

を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
る
。
で
は
Ｃ
三
○
シ
は
「
通
商
条
項
」
に
基
づ
く
権
限
行
使
と
し
て
正
当
化
で
き
る
で
あ
る

２５(熊本法学119号110）



論 説

一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
作
用
を
意
図
し
て
い
る
人
工
言
語
も
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
作
用
す
る
。
ｇ
１
Ｇ
判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
コ
ー
ド
の
後
者
の
性
質
に
修
正
一
条
の
客
体
性
〈
愚
の
の
目
の
］
の
曰
の
貝
の
〉
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
規
制

す
る
□
三
○
』
も
表
現
の
自
由
の
法
理
で
査
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
着
眼
点
は
こ
こ
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
著
作
物
に
設
け
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
回
避
等
を
規
制
す
る
ｏ
三
Ｏ
シ
の
該
当
規
定
は
、
言
論
付
随
的
規

制
（
言
論
内
容
中
立
規
制
）
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
○
・
基
ｅ
・
国
８
言
判
決
の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
類
型
の
言
論
規

制
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
き
た
憲
法
適
合
性
審
査
の
枠
組
を
用
い
て
、
両
判
決
は
、
ｏ
三
○
シ
に
つ
い
て
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
。

本
稿
［
二
修
正
一
条
］
で
論
述
し
た
よ
う
に
、
□
三
○
シ
は
言
論
付
随
的
規
制
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
〈
言
論
に
対
す
る
付
随

的
規
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
〉
を
衡
量
す
る
な
ら
、
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
の
表
現
行
為
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
一
般
化

限
に
よ
る
□
三
○
シ
の
制
定
は
、
連
邦
議
会
の
憲
法
上
の
権
限
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
国
８
ミ
判
決
の
結
論
で
あ
誌
←

□
三
○
シ
は
、
言
葉
の
真
の
意
味
で
は
著
作
権
に
関
す
る
規
定
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
「
著
作
権
条
項
」
（
一
条
八
節
八
項
）
に
基
づ

く
権
限
行
使
と
は
言
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
ロ
三
○
シ
を
制
定
す
る
権
限
は
連
邦
議
会
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
い
う
疑
義
が
浮
か
ん
だ
。
［
五
そ
の
他
の
問
題
］
で
お
も
に
国
８
ミ
判
決
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
の
は
こ
の
問
題
で

あ
っ
た
。
□
二
○
シ
は
「
通
商
条
項
」
二
条
八
節
三
項
）
に
よ
る
権
限
行
使
で
あ
り
、
そ
れ
は
憲
法
上
正
当
な
権
限
行
使
で
あ
る
。
こ

れ
が
国
８
ミ
の
回
答
で
あ
る
。

お
わ
り
に
Ｉ
や
は
り
立
法
裁
量
か
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こ
こ
で
は
、
Ｃ
三
○
シ
が

を
模
索
し
て
お
き
た
い
。

し
た
現
在
に
、
Ｃ
三
Ｏ
少
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
す
る
言
論
規
制
が
不
必
要
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
〈
著
作
権
と
表
現
の
自
由
の
価
値
衡
量
〉
と
い
う
枠
組
か
ら
□
二
○
シ
を
見
た
と
き
、
両
価
値
の
間
隙
に
は
注
視
さ
れ
る

べ
き
問
題
が
な
お
残
留
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ロ
・
昌
一
の
・
団
の
具
一
の
『
が
指
摘
し
た
こ
と
、
□
三
○
シ
は
「
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
」

を
変
更
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

「
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
」
と
は
、
一
面
で
表
現
行
為
に
対
し
て
負
の
効
果
を
も
つ
著
作
権
と
、
表
現
の
自
由
を
調
整
す
る
法

理
論
の
こ
と
で
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
お
も
に
「
ア
イ
デ
ィ
ア
・
事
実
／
表
現
形
式
」
二
分
法
お
よ
び
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
法
理
が
有

（
血
）

効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
「
概
略
」
に
変
更
は
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
著
作
権
が
表
現
行
為
に
与
え
る
負
の
効

果
に
つ
い
て
、
修
正
一
条
の
査
定
を
不
要
と
す
る
理
由
を
示
し
て
の
言
説
で
あ
っ
た
。

し
か
し
右
記
し
た
よ
う
に
、
国
。
豈
一
の
．
□
の
口
丙
」
臼
は
、
□
二
、
シ
は
こ
の
「
伝
統
的
概
略
」
を
変
更
し
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
の
こ

と
を
詳
述
し
た
の
が
［
三
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
］
お
よ
び
［
四
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
］
で
あ
る
。
で
も
、
で
は
彼
ら
は
□
三
○
少

の
憲
法
適
合
性
審
査
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
の
残
さ
れ
た
紙
幅
で
は
、
こ
の
問
題
に
解
答
す
る
余
力
を
も
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
日
を
期
す
る
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
Ｃ
三
○
シ
が
言
論
付
随
的
規
制
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
憲
法
適
合
性
審
査
の
枠
組
の
な
か
で
の
解
法

二
表
現
に
対
す
る
付
随
的
規
制
に
つ
い
て
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
厳
格
審
査
基
準
に
よ
る
必
要
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
最
高
裁

の
見
解
を
引
証
し
て
ｇ
１
ｅ
判
決
は
、
内
容
付
随
的
規
制
の
憲
法
適
合
性
判
定
基
準
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
が
政
府
の
実
質
的
な
利
益
に
仕
え
て
い
て
、
そ
の
利
益
が
自
由
な
表
現
の
抑
圧
と
は
関
係
が
な
く
、
さ
ら
に
、
そ
の
規
制

｛
腿
｝

が
「
政
府
の
正
当
な
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
以
上
に
一
一
一
口
論
に
負
担
を
課
す
こ
と
の
な
い
よ
う
選
ば
れ
た
手
段
」
と
整
合
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（
肌
）

し
て
い
る
場
谷
口
に
憲
法
適
合
性
を
有
す
る
。

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
立
法
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
表
現
規
制
法
令
の
懲
法
適
合
性
を
厳
格
審
査
基
準
で
判
定
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
当
該
法
令
は
規
制
対
象
で
あ
る
表
現
行
為
に
対
し
て
、
「
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
」
（
一
コ
の
－
８
⑪
〔
『
の
、
日
日
『
の

（
狐
）

ロ
］
の
目
⑫
）
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
厳
格
審
査
を
と
ら
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
要
件
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
〕
。
『
荷
ご
事
件
の
ロ
ョ
ミ
ｇ
ミ
（
局
は
、
ロ
三
○
少
の
ロ
。
⑰
（
ご
ｍ
規
制
に
つ
い
て
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
規
制
手
段
の
存
在
を
指
摘
し

｛
、
）

つ
つ
、
憲
法
上
の
疑
義
を
唱
え
て
い
た
。
た
だ
連
邦
控
訴
裁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
一
蹴
す
る
。
「
内
容
中
立
規
制
な
ら
、
政
府
の
ｎ
口
的
を

（
脚
）

遂
行
す
る
た
め
の
、
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
を
要
求
さ
れ
な
い
」
。
そ
う
経
々
に
論
じ
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
め
ロ
・
の
こ
こ
の
見
解
を
引
証
し
て
お
こ
う
。
彼
女
は
〈
な
に
が
著
作
権
侵
害
か
を
知
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
〉
と

述
べ
、
そ
の
意
図
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
人
を
、
著
作
権
を
侵
害
す
る
方
法
を
知
っ
た
こ
と
を
理
由
に

処
罰
で
き
な
い
。
ま
た
著
作
権
を
侵
害
す
る
方
法
を
他
者
に
教
え
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
処
罰
で
き
る
と
す
べ
き
で
も
な
い
。
こ
こ
ま

で
な
ら
何
ら
違
法
行
為
を
侵
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
権
利
侵
害
者
そ
の
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
面
）

○
・
日
１
，
胃
の
ロ
ョ
四
（
の
「
一
四
一
の
侵
害
方
法
に
関
す
る
知
識
を
、
実
際
に
も
ち
い
た
者
が
処
罰
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
」
。

の
ず
。
。
区
の
『
の
論
理
は
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
○
〕
１
（
こ
判
決
の
ｚ
⑦
三
日
目
裁
判
官
も
裁

判
響
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。
「
政
府
は
他
の
方
法
で
、
著
作
物
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
叩
）

た
と
え
ば
、
不
正
ア
ク
セ
ス
を
行
っ
た
者
に
刑
事
上
ま
た
は
民
事
上
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
な
ど
の
」
。
０
．
１
ぬ
く
も
、

ロ
二
○
シ
の
□
・
の
庁
冒
、
規
制
が
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
に
呂
切
・
一
員
の
｜
ご
口
の
８
⑫
⑪
四
『
『
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
を
、

知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
が
□
三
Ｏ
シ
の
惣
法
適
合
性
を
判
定
す
る
と
き
に
、
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
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「
こ
の
選
択
に
当
面
し
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
心
に
留
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
〔
右
で
〕
認
め
た
そ

の
選
択
に
含
意
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
連
邦
識
会

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
、
連
邦
議
会
に
よ
る
立
法
的
解
決
が
…
…
修
正
一
条
に
よ
る
制
限
に
一
致
し
て
い
る
か
を
判
定
す
る

（
羽
）

｝
」
と
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
〔
の
任
務
〕
は
そ
れ
で
果
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

言
論
付
随
的
規
制
な
ら
、
規
制
目
的
達
成
の
た
め
に
法
上
と
ら
れ
た
手
段
は
、
規
制
さ
れ
る
言
論
行
為
と
の
関
係
で
「
最
も
制
限
的

で
な
い
手
段
」
（
｜
の
四
⑰
【
『
の
⑪
（
『
一
ｏ
こ
ぐ
の
ョ
の
目
⑪
）
で
あ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
目
的
に
と
っ
て
〈
必
要
以
上
な
負

担
〉
を
言
論
に
課
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
］
の
⑪
の
『
の
の
曰
昌
ぐ
・
島
の
「
コ
ロ
ニ
ご
①
の
）
。
そ
し
て
ｇ
「
（
ｅ
か
ら
の

右
記
引
用
部
分
を
読
む
と
、
法
律
制
定
に
あ
た
り
議
会
が
言
論
行
為
に
と
っ
て
〈
必
要
以
上
な
負
担
〉
と
な
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

い
る
そ
の
こ
と
に
、
相
当
程
度
の
立
法
裁
量
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
著
作
権
法
お
よ
び
広
く
知
的
財
産
権
法
制
に
は
、
公
共
選
択
論
の
文
脈
で
い
う
「
少
数
派
の
バ
イ
ア
ス
（
三
旨
。
『
冒
臥
目

一
⑪
一

因
一
四
ｍ
）
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
該
権
利
群
の
保
護
水
準
を
決
す
る
立
法
過
程
に
お
い
て
、
本
来
は
少
数
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
権
利
者
団
体
の
声
が
強
く
反
映
さ
れ
、
多
数
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
般
表
現
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
捉
え
て
の
言
説
で
あ
る
。
こ
の
立
論
を
前
提
に
す
る
と
、
利
害
関
係
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
に
一
般
表
現
者
の
表
現
の

自
由
は
、
大
き
く
左
右
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
前
述
ｇ
１
ｅ
も
併
せ
読
む
と
、
裁
判
所
は
こ
の
こ
と
を
、
結
果
と
し
て
容
認
し
て

’
’
’
○
昌
魯
判
決
の
裁
判
書
中
、
ｏ
三
○
シ
と
修
正
一
条
の
関
係
を
述
べ
た
最
終
盤
で
、
ｚ
の
三
日
目
裁
判
官
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

注
目
す
べ
き
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
著
作
権
法
と
憲
法
上
の
価
値
を
診
る
裁
判
所
の
思
考
基
盤
が
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
引

用
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
砿
要
で
も
実
質
的
で
も
あ
る
政
府
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
法
上
の
手
段
を
選
択
す
る
立
法
行
為
に
つ
い
て
、

用
し
て
お
こ
う
。
そ
必

つ
ぎ
の
よ
う
に
一
言
う
。
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論

税
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

裁
判
所
は
利
害
関
係
者
の
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
に
対
す
る
耐
性
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
著
作
権
法
に
「
少
数
派
の
バ
イ
ア
ス
」

が
あ
る
な
ら
、
一
般
表
現
者
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
頼
る
し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
で
も
裁
判
所
は
「
法
を
語
る
口
」

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
立
法
者
の
政
策
判
断
を
覆
す
た
め
の
法
理
論
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ロ
○
二
①
。
、
の
ロ
六
一
の
『
も
、
そ
し
て
本
稿
も
、

こ
の
法
理
論
を
探
究
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

（
註
）

（
１
）
⑫
。
。
Ｃ
一
四
二
・
Ｐ
の
の
旨
の
の
『
凶
ヨ
ョ
・
『
己
四
昌
冒
ど
き
§
８
言
ロ
”
ぜ
①
翁
３
．
貸
司
ご
冒
斡
・
富
Ｂ
Ｏ
Ｃ
・
烏
ら
・
ミ
ヨ
ｓ
畠
萱
：
ヨ
ミ
ロ
愚
息
旨
§

§
旦
暮
の
国
ミ
ミ
ヨ
召
房
・
園
三
二
庁
ニ
ン
ョ
炉
・
胃
く
。
①
３
．
①
＆
（
己
侶
）
．

（
２
）
大
日
方
信
春
「
著
作
権
を
み
る
態
法
学
の
視
点
に
つ
い
て
」
熊
本
法
学
二
四
号
（
二
○
○
八
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
著
作
権
と
表
現
の
自

由
の
調
整
原
理
（
一
）
。
（
二
．
完
）
」
熊
本
法
学
一
一
六
号
一
頁
以
下
、
一
一
八
号
（
二
○
○
九
年
）
八
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
３
）
ロ
ロ
『
の
□
く
・
少
、
す
り
『
○
『
一
・
ｍ
鐘
ゴ
ロ
・
の
．
」
②
①
（
唾
ｃ
ｃ
⑭
）
．

（
４
）
写
員
．
四
一
眉
」
．
（
〔
〕
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
。

（
５
）
米
国
は
一
九
八
○
年
の
著
作
樵
法
改
正
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
護
を
規
定
し
て
以
来
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る

よ
う
、
著
作
権
を
め
ぐ
る
法
制
度
を
整
備
し
て
き
て
い
る
。
文
化
庁
長
官
官
房
著
作
権
課
内
著
作
権
法
令
研
究
会
・
通
商
産
業
省
知
的
財
産
政

簸
寵
綱
「
著
作
樵
法
・
不
正
競
争
防
止
法
改
正
解
説
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ッ
の
法
的
保
護
」
（
有
斐
側
、
一
九
九
九
年
）
一
三
九
頁
に
は
こ
の

概
要
が
一
覧
表
の
形
式
で
示
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
や
ロ
ヮ
・
Ｐ
・
ｚ
ｏ
・
］
Ｃ
ｍ
０
四
つ
」
善
一
届
の
薗
一
・
哺
範
の
つ
（
一
℃
①
②
）
．
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（
７
）
著
作
物
に
設
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
保
護
は
、
三
弓
○
条
約
上
の
義
務
で
は
な
い
（
「
著
作
権
法
・
不
正
髄
争
防
止
法
改

正
解
説
」
前
掲
轡
（
註
５
）
一
四
一
頁
）
。
た
だ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
米
国
は
ワ
ニ
Ｃ
少
で
、
わ
が
国
で
は
不
正
競
争
防
止
法
で
規
定
し
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
お
く
。

平
成
一
一
年
の
著
作
権
法
改
正
に
よ
り
、
わ
が
国
で
も
著
作
物
の
「
技
術
的
保
護
手
段
」
（
二
条
一
項
二
○
号
）
の
回
避
に
関
す
る
一
定
の
行

為
は
、
刑
事
刑
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
（
一
二
○
条
の
二
節
一
・
二
号
）
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
技
術
的
保
渡
手
段
の
回
避
を
行
う
こ
と
に
よ
り
可

能
と
な
っ
た
複
製
を
、
そ
の
躯
実
を
知
り
な
が
ら
行
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
民
馴

上
、
違
法
行
為
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
三
○
条
一
項
二
号
）
。

と
こ
ろ
で
わ
が
脚
の
著
作
樵
法
一
二
○
条
の
二
で
刑
珊
刑
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
行
為
は
、
技
術
的
保
護
手
段
の
回
避
を
行
う
こ
と
を
専
ら

そ
の
機
能
と
す
る
装
置
お
よ
び
そ
の
機
能
を
も
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
複
製
物
を
、
公
衆
に
鍍
渡
ま
た
は
貸
与
等
す
る
こ
と
（
一
号
「
業
と
し
て
技

術
的
保
護
手
段
の
回
避
を
行
う
こ
と
（
二
号
）
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
平
成
一
一
年
に
改
正
さ
れ
た
不
正
競
争
防
止
法
で
「
不
正
競
争
」
（
二
条

一
項
一
○
・
二
号
）
と
さ
れ
た
行
為
も
、
「
技
術
的
制
限
手
段
」
（
二
条
七
項
）
の
解
除
を
可
能
に
す
る
機
能
の
み
を
有
す
る
装
腿
若
し
く
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
瀧
渡
等
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｃ
三
Ｃ
シ
は
、
技
術
的
保
護
手
段
の
回
避
を
行
う
装
置
等
の
譲
渡
、
貸
与
と
い
っ
た
行
為
だ
け
で
な
く
、

技
術
的
保
護
手
段
を
回
避
す
る
こ
と
そ
れ
日
体
を
述
法
行
為
と
し
て
い
る
（
三
己
・
の
。
○
》
］
ｇ
］
（
口
）
）
。
あ
る
論
者
は
、
わ
が
国
と
か
の
図
の

規
定
ぶ
り
比
較
し
て
、
「
ｅ
三
Ｃ
と
は
、
わ
が
国
の
著
作
権
法
・
不
正
髄
争
防
止
法
よ
り
も
か
な
り
広
範
囲
で
、
ロ
冗
三
〔
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー

□
・
ヱ
ヨ
ー
ョ
の
『
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
制
定
に
つ
い
て
、
一
九
七
六
年
の
法
改
正
以
降
。
〕
◎
里
の
三
●
８
旨
頤
な
法
改
正
で
あ
る
、
と
評
し
て
い
る
。

の
⑩
の
ｏ
座
ぐ
一
ロ
ヱ
ー
ヨ
ロ
］
の
『
。
」
宛
（
〔
『
Ｃ
菖
局
貝
『
こ
め
⑩
冒
言
⑩
□
帯
嘗
巳
岑
『
ミ
⑩
ゴ
ミ
ミ
ヨ
口
唇
ロ
マ
、
縁
二
頁
』
具
］
《
の
己
・
勺
シ
・
Ｆ
・
詞
同
一
「
．
①
『
②
．
①
ゴ
ー

（
⑭
◎
ｃ
ｃ
）
。
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麓 説

（
Ⅲ
）
訳
文
は
、
社
団
法
人
著
佐

『
一
望
｛
Ｃ
Ｑ
同
の
ワ
胃
Ｐ
⑭
Ｃ
一
○
）
・

（
腿
）
②
Ｒ
ｏ
－
の
ゴ
ロ
三
・
の
、
三
の
二

夕
の
利
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
峻
術
ｅ
錆
冒
一
国
…
責
…
・
…
）
ｌ
引
剛
響
繍
入
〕
の
倒
避
を
適
法
と
し
て
い
る
」
と
し
た
あ

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
「
米
国
著
作
権
法
は
、
著
作
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
行
葛
に
つ
い
て
著
作
椛
者
の
意
思
に
か
か
ら

し
め
る
方
向
へ
大
き
く
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
」
（
野
口
祐
子
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
著
作
権
制
度
と
表
現
の
自
由
１
１
今
後
の
知
的
財
産
戦
略
に

当
た
っ
て
考
噸
す
べ
き
バ
ラ
ン
ス
（
下
）
」
三
国
Ｆ
七
七
八
号
（
二
○
○
四
年
）
三
一
一
、
三
一
一
頁
。

（
８
）
ご
・
・
富
一
国
の
ロ
六
一
の
『
・
専
甸
⑩
月
忌
⑩
萱
『
ご
Ｄ
Ｃ
ゴ
ミ
ご
ヨ
ト
「
画
Ｐ
国
『
崎
（
』
》
弓
ミ
ヨ
③
員
Ｏ
・
菌
ざ
菖
勿
○
コ
聾
、
』
・
的
ミ
⑤
＆
一
意
ｍ
ｅ
一
片

Ｄ
Ｃ
ヨ
ミ
員
『
←
Ｚ
．
ご
・
ご
・
Ｆ
・
元
ロ
一
・
四
ｍ
二
・
←
巴
（
】
①
＠
℃
）
．

（
９
）
本
稿
と
同
じ
視
点
を
と
る
」
夢
｛
両
の
庫
。
く
目
・
円
エ
向
で
冒
匡
Ｄ
Ｄ
Ｃ
筥
少
一
変
恥
向
Ｚ
ｎ
５
望
之
ロ
ゴ
一
両
○
○
二
三
Ｃ
ｚ
⑫
。
「
『
エ
両
三
』
塚
□
」
］
◎
（
罰
凹
一
の

□
曰
く
の
『
⑪
】
ｑ
で
『
厨
⑪
．
９
９
）
も
参
照
。

ｐ
司
貝
す
の
『
は
、
両
ミ
『
且
判
決
法
廷
意
見
の
言
明
「
〔
今
回
の
法
改
正
で
も
〕
連
邦
議
会
は
著
作
権
保
護
の
伝
統
的
概
略
を
変
更
し
て
い
な

い
。
〔
し
た
が
っ
て
〕
修
正
一
条
の
審
査
は
不
要
で
あ
る
」
（
団
ゴ
ロ
・
Ｐ
四
一
眉
』
）
の
一
昌
己
－
－
８
二
○
コ
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
⑦
恩
一
一
Ｃ
臼
の
し
て

い
る
ｃ
「
こ
の
言
明
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
〔
す
な
わ
ち
〕
連
邦
議
会
が
こ
の
概
略
を
変
更
し
た
と
き
、
修
正
一
条

上
の
審
査
が
必
要
と
さ
れ
る
〔
の
で
あ
る
〕
」
。
Ｃ
目
一
の
一
シ
・
句
呂
の
『
．
。
○
貝
『
賃
冒
悶
『
厨
（
。
冨
口
員
（
ご
ミ
鴎
へ
ミ
ロ
色
愚
』
旨
⑩
卍
冒
員
｛
③
同
旨
旦

帛
さ
、
⑯
『
ご
ロ
員
甸
》
§
の
肩
②
ｓ
旨
（
言
・
信
）
景
賢
ロ
』
ミ
ミ
§
ョ
冒
営
３
．
９
ニ
ー
ヱ
ヱ
・
Ｐ
・
｝
〈
図
・
一
②
］
②
．
］
色
怠
（
⑱
Ｓ
ｍ
）
・

（
、
）
世
界
知
的
財
産
橘
機
榊
を
設
立
す
る
条
約
（
乏
弓
Ｃ
条
約
）
は
一
九
六
七
年
に
採
択
さ
れ
、
一
九
七
○
年
に
発
効
し
て
い
る
。
の
恩

ヨ
耳
ロ
ヘ
ヘ
ミ
ー
ロ
Ｃ
・
】
ロ
一
へ
回
す
○
ロ
ー
‐
三
一
℃
ｏ
へ
の
コ
ヘ
ー
ロ
Ｑ
の
×
・
す
宮
ご
｝
（
一
口
呉
ぐ
一
⑫
一
斤
の
□
句
の
す
’
』
Ｐ
⑭
Ｃ
」
Ｃ
）
・

（
Ⅲ
）
訳
文
は
、
社
団
法
人
著
作
橘
悩
報
セ
ン
タ
ー
の
も
の
を
参
照
し
て
い
る
。
②
馬
冒
冒
へ
へ
。
『
）
。
。
。
『
・
］
己
ヘ
：
ヘ
ロ
『
ご
ｎ
｝
の
ヘ
ミ
目
・
三
目
幹
］
一
（
一
四
臼

の
、
三
の
二
『
琴
⑯
、
骨
ミ
ミ
ニ
『
（
』
荷
ゴ
ミ
種
ョ
Ｑ
眞
逗
。
、
貢
」
ミ
ロ
ヨ
ａ
＆
③
扇
『
『
暁
（
澤
冒
⑩
苫
包
量
③
員
叱
誼
。
ご
両
口
「
②
嵜
○
冨
亘
〔
）
○
瞳
「
跡
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略号化と表現のEIIll

（
旧
）
匂
馬
の
、
三
の
望
。
②
量
、
日
己
Ｃ
－
の
一
ｍ
・
口
［
】
唾
⑪
。
②
周
ｎ
房
。
幻
邑
四
コ
○
す
『
一
の
【
○
ロ
ゴ
の
『
句
。
×
・
○
ミ
ト
ロ
ご
ロ
ヨ
且
」
く
俺
量
）
『
句
、
琴
斡
。
｛
。
、
〕
叱
臼
菫
冨

弔
さ
ミ
③
ミ
ミ
〔
一
ｄ
員
、
ミ
ミ
ｇ
鳥
目
＆
国
旦
」
言
§
昼
冒
曾
一
さ
こ
つ
Ｆ
シ
ｒ
幻
図
・
由
『
一
．
召
『
，
巴
⑰
（
９
８
）
・

（
旧
）
米
国
の
映
画
産
業
界
に
□
こ
□
（
豆
、
一
国
一
『
の
『
困
三
Ｄ
Ｃ
『
②
、
）
の
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
一
九
九
○
年
代
の
は
じ
め
で
あ
る
と
い
う
（
旨
③

』
『
四
句
・
臣
・
口
［
怠
争
）
。
Ｃ
こ
□
は
、
視
覚
的
、
聴
覚
的
品
質
に
お
い
て
、
貯
蔵
容
砒
の
面
で
、
ま
た
耐
久
性
の
点
で
も
、
ア
ナ
ロ
グ
形
式
に
ょ

（
Ⅳ
）
写
員

（
旧
）
の
馬
叩
、
三
の
］
・
的
６
日
ロ
Ｃ
恵
一
Ｐ
口
巨
呂
・
の
、
三
の
竜
の
一
冒
説
は
、
『
ご
・
の
．
○
・
琶
呂
」
が
刑
事
薊
を
も
っ
て
》
】
ｇ
一
・
一
ｇ
的
を
エ
ン
フ
ォ
ー

ス
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
て
の
も
の
で
あ
る
。

（
肥
）
切
隠
ロ
ロ
】
ぐ
の
『
忠
一
Ｑ
ご
切
目
Ｑ
一
○
⑰
白
ロ
Ｃ
・
く
・
ｎ
ｏ
『
一
旦
・
日
⑪
句
・
＆
・
も
Ｐ
苣
一
・
功
⑤
の
ロ
』
い
○
］
三
両
こ
『
Ｆ
両
団
・
Ｚ
三
三
三
冨
伜
□
湧
く
Ｓ
ｚ
ｌ
二
三
男
・
Ｚ

』
臣
》
｛
向
幻
○
ヱ
Ｏ
ｏ
で
ご
幻
一
の
一
一
「
蜜
⑬
少
・
◎
⑫
［
○
］
（
一
℃
①
①
）
．

Ｓ
『
。
、
。
（
①
ミ
ョ
ミ
』
円
冒
へ
。
ｇ
・
『
ご
宛
碕
ミ
其
“
］
・
四
』
ｏ
エ
ョ
円
至
．
Ｆ
・
］
］
ロ
』
暖
（
⑭
ｇ
二
）
・

（
脳
）
勿
恩
印
○
コ
ご
Ｃ
Ｏ
『
己
．
。
（
シ
ョ
の
『
一
日
ご
・
ご
己
ぐ
の
『
い
、
一
Ｑ
ご
ｍ
Ｅ
Ｑ
）
。
ｍ
・
旨
。
・
・
急
一
己
・
の
。
←
］
『
（
乞
匿
）
・

（
Ｍ
）
麓
立
願
美
「
ア
メ
リ
カ
著
作
施
法
に
お
け
る
技
術
的
保
護
手
段
の
回
避
規
制
と
司
肖
こ
い
の
理
論
」
法
学
六
六
巻
五
号
（
二
○
○
二
年
）
四
九

七
、
五
○
○
頁
は
「
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
の
回
避
行
為
そ
の
も
の
が
禁
止
さ
れ
る
点
で
、
わ
が
国
よ
り
も
規
制
範
囲
が
広
い
と
い
う
特

徴
を
有
す
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
前
掲
註
（
７
）
お
よ
び
そ
こ
で
の
野
口
祐
子
の
評
価
も
参
照
。

ま
た
、
柑
山
敬
士
「
コ
モ
ン
ズ
の
た
め
の
著
作
権
法
の
雅
礎
理
論
」
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ
プ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
編
「
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ
プ
・

コ
モ
ン
ズ
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
知
的
財
産
権
」
（
Ｋ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
○
○
五
年
）
九
五
、
一
一
二
頁
は
、
技
術
的
保
護
手
段
の
保
護
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
「
従
来
の
著
作
権
侵
害
行
為
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
み
れ
ば
、
予
備
な
い
し
補
助
行
為
と
い
っ
た
行
為
を
規
制
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
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論 説

る
従
来
の
も
の
に
比
し
て
、
よ
り
優
位
な
デ
ー
タ
配
信
を
可
能
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
映
画
産
業
界
は
、
あ
る
「
懸
念
」
〈
諄
『
・
【
ご
）
も
抱
い
て
い
た
（
河
口
：
の
］
⑫
一
日
己
⑫
Ｃ
ｐ
ｇ
Ｃ
ｏ
こ
の
三
．
『
鳶
口
檀
冒
へ
旨
菖
§
ミ
ミ
》

Ｃ
Ｄ
ご
》
荷
ミ
澤
貝
§
旦
暮
⑩
国
蔚
再
邑
蒼
曾
包
蒼
の
貫
弗
○
§
ご
尽
巨
、
ご
曾
冴
（
》
⑪
」
』
ｚ
『
両
Ｆ
・
勺
宛
Ｃ
勺
・
ト
・
哩
引
．
⑬
『
の
（
⑬
つ
Ｃ
』
）
）
。
デ
ジ
タ
ル

形
式
の
映
像
な
ら
、
継
続
的
に
そ
の
デ
ー
タ
を
複
製
し
て
も
、
品
質
の
劣
化
は
生
じ
な
い
。
「
事
実
上
の
完
全
な
複
製
」
（
⑬
『
②
句
・
臣
・
日
台
①
）

の
リ
ス
ク
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
論
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
い
、
映
画
産
業
界
の
「
懸
念
」
の
根
元
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
い
わ
く

「
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
中
に
い
る
無
限
の
受
領
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
著
作
物
の
完
全
な
複
製
の
提
供
を
、
一
個
人
に
可
能
に
さ

せ
た
」
（
○
口
『
○
一
百
昔
。
「
８
Ｃ
貝
口
蔦
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ョ
〔
９
頁
、
萱
』
、
再
叱
の
。
ご
ユ
崎
冒
而
さ
荷
Ｑ
８
首
ご
「
（
意
佶
）
縁
葺
巳
邑
陀
呵
・
の
ご
両
Ｕ
Ｅ
Ｆ

‐
Ｆ
Ｄ
ン
］
・
少
丙
】
・
伜
同
Ｚ
『
．
Ｆ
・
で
○
Ｆ
。
『
②
。
「
》
一
つ
①
（
】
⑫
①
①
）
）
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
映
画
産
業
界
は
、
映
像
著
作
物
を
＆
賄
旨
一
己
一
日
目
か
ら
守
る
装
置
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル
形
式

を
用
い
て
映
像
を
提
供
す
る
こ
と
を
騨
鰭
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
釦
）
映
画
産
業
界
に
第
一
の
福
音
○
ｍ
の
（
○
・
三
の
三
の
。
『
四
日
ロ
］
①
の
『
の
（
の
己
）
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
○
の
⑫
と

は
、
□
ご
□
の
内
容
を
暗
号
化
す
る
一
連
の
穴
の
］
⑩
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
『
□
の
内
容
を
昌
四
，

国
一
己
】
国
。
『
か
ら
保
護
す
る
暗
号
化
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
（
⑫
馬
、
『
②
同
．
②
Ｑ
・
貝
台
①
》
馬
⑩
ロ
へ
８
侭
句
・
印
巨
已
已
。
⑱
９
ｍ
【
昌
一
）
。

こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
で
い
な
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は
、
○
の
⑪
を
内
蔵
し
た
□
ご
□
を
再
生
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
Ｏ
路
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
暗
号
解
除
装
置
な
し
で
は
、
□
ご
Ｃ
の
内
容
を
複
製
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
「
こ
の
暗
号
化
装
置
の
開
発
は
、
映
画
産
業

界
の
懸
念
（
［
８
『
の
）
を
緩
和
す
る
こ
と
に
、
成
功
し
た
の
で
あ
る
」
（
め
す
。
。
【
一
の
］
・
吻
息
ミ
ロ
○
一
の
』
Ｐ
貝
、
『
①
）
。
０
ｍ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
内
蔵

し
た
□
ご
□
を
映
画
産
業
界
が
積
極
的
に
制
作
し
た
た
め
に
、
□
ご
己
は
、
瞬
く
間
に
そ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
形
式
の
も
の
に
取
っ
て
代
わ
る
地

位
を
得
て
い
る
。
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暗号化と表現の日Ｉｌｌ

映
画
産
業
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
第
二
の
福
音
と
は
。
一
九
九
八
年
に
合
衆
国
議
会
は
、
た
と
え
ば
ｎ
ｍ
ｍ
と
い
っ
た
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
ト
・
プ
ロ

テ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
解
除
を
企
図
し
た
装
瞬
の
開
発
お
よ
び
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
稿
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
ロ
三
Ｃ
缶

で
あ
る
。
こ
の
凡
体
的
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
ご
Ｄ
Ｍ
Ｃ
Ａ
］
で
緋
述
し
た
。

（
即
）
映
画
産
業
界
が
ｎ
ｍ
ｍ
を
組
み
込
ん
だ
つ
く
□
で
活
気
づ
い
て
い
た
一
九
九
九
年
一
一
川
に
、
当
時
一
五
歳
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
］
：

］
Ｃ
ゴ
目
②
ｇ
は
、
○
の
の
解
除
装
置
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
□
ご
ロ
プ
レ
ィ
ヤ
ー
で
Ｃ
く
つ
を
再
生
す
る
方
法
を
発
見
し
た
。
彼
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
二
人
と
協
力
し
て
、
Ｃ
ｍ
ｍ
の
暗
号
を
解
除
す
る
穴
の
］
⑪
目
旦
冒
「
・
『
日
舞
二
目
を
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

か
ら
抜
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
暗
号
解
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
、
、
器
で
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
Ｃ
ご
□
を
、
正
規

の
暗
号
解
除
装
置
を
組
み
込
ん
で
い
な
い
巨
息
三
三
・
『
旨
８
℃
一
旦
。
『
で
も
再
生
可
能
に
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
の
Ｏ
②
の
を
書
い
て
い
る
（
い
⑮
③

の
＆
］
の
『
》
鷺
ｓ
ヨ
コ
っ
戸
の
｝
い
貝
一
日
，
］
瞳
⑭
》
勿
の
○
巳
ｇ
め
す
ｏ
ｎ
ご
ｑ
・
い
§
己
ｐ
Ｃ
（
の
］
の
．
貝
唾
『
Ｐ
日
⑭
『
・
臣
・
臣
念
『
）
。

□
の
ｎ
ｍ
⑫
制
作
後
、
］
Ｃ
一
】
：
の
⑦
二
は
こ
れ
を
自
ら
の
ウ
ェ
プ
サ
ィ
ト
で
公
開
（
ロ
・
の
（
の
。
）
し
て
い
る
（
］
・
百
コ
い
の
『
］
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
刑
法
一

四
五
条
違
反
の
嫌
疑
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
審
お
よ
び
控
訴
瀞
と
も
、
無
罪
の
判
決
を
う
け
て
い
る
。
」
・
冨
二
の
目
瓢
件
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
相
内
武
遂
「
Ｃ
ご
ワ
ー
」
・
宮
。
⑫
目
判
決
か
ら
み
る
ア
メ
リ
カ
著
作
権
法
の
著
作
物
・
著
作
椎
概
念
⑪
一
早
稲
田
法
学
会
誌
五
八
巻
二
号

〔
二
○
○
八
年
〕
一
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
刑
法
一
四
五
条
は
「
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ
プ
・
コ
モ
ン
ズ
」
（
前
掲
書
（
註
Ⅲ
）
）
二
五
頁

（
注
４
‐
幻
）
に
英
訳
文
が
あ
る
）
。
そ
の
後
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
多
く
の
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
で
利
用
可
能
に
な
っ
た
と

い
う
（
的
恩
Ｃ
ａ
ニ
ュ
ン
・
で
骨
の
鼠
『
意
、
§
亘
○
言
ご
ト
ョ
呑
斡
ご
局
Ｃ
衝
（
巳
』
重
一
目
菖
鍾
言
（
ｓ
ご
ａ
逗
冨
」
巳
ざ
ｓ
二
目
日
へ
意
国
劇
（

』
言
§
已
曽
§
（
旨
〔
ミ
ご
園
口
へ
Ｑ
こ
い
へ
員
冨
・
奇
。
ご
・
宛
§
⑨
己
腐
．
⑱
、
の
、
シ
ゴ
属
□
．
Ｆ
・
幻
図
・
瞠
巴
・
巴
、
（
⑱
ｇ
』
）
）
。
Ｃ
の
の
Ｄ
Ｃ
は
□
ご
Ｃ

の
Ｏ
田
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
効
化
す
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、
、
の
の
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
□
ご
Ｃ
の
複
製
も
可
能
に
な
り
、
ま
た
、

□
８
の
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ハ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
ク
に
□
ご
□
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
ｎ
ｍ
ｍ
を
組
み
込
ん
で
い
な
い
コ
ン
ビ
ュ
ー
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論 説

岸
①
①
①
）

（
妬
）
尊
貧

（
”
）
辱
莨

（
妬
）
尋
黄
：
昌
仁
Ｐ
な
お
、
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
が
修
正
一
条
上
の
保
艘
を
受
け
る
表
現
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
。
、
の
⑩
⑤
い
・
【
口
『
。
ご
・
□
三
一
の
□
の
国
一
の
⑫
Ｃ
の
己
一
・
○
命
⑫
岳
（
の
．
⑩
呂
句
・
ｍ
５
己
・
］
．
①
ご
・
一
℃
ｅ
・
ｎ
．
９
『
・
巳
息
）

（
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
、
コ
メ
ン
ト
と
一
体
で
あ
る
と
き
は
修
正
一
条
上
保
謹
さ
れ
る
言
論
で
あ
る
と
い
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
い
勘
合
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
機
能
さ
せ
る
命
令
手
段
に
す
ぎ
な
い
）
、
〕
ご
ロ
、
の
『
ご
・
、
、
一
旦
》
、
局
・
の
巨
已
□
・
臣
『
ｇ
｜
『
』
、
．
『
」
、
（
ｚ
・
ロ
・
○
三
○
巳
器
）

（
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
表
現
と
い
う
よ
り
も
機
能
で
あ
る
。
懸
法
上
保
艘
さ
れ
る
一
百
論
と
は
い
え
な
い
）
、
ロ
の
『
局
一
の
ご
己
・
ロ
ロ
冒
旦
、
薗
冨
⑪

□
の
口
斤
。
。
［
］
巨
輿
一
○
の
。
］
『
の
句
。
②
旦
巨
②
⑭
。
］
冒
娼
』
彗
Ｈ
の
ゴ
の
口
『
ご
函
一
口
ロ
画
二
ｎ
ｍ
『
口
二
号
の
。
。
○
ロ
ヨ
】
Ｃ
ロ
芝
】
（
ず
Ｑ
『
ロ
軍
『
ロ
・
］
の
、
『
・
哩
已
』
⑭
○
ｍ
（
①
【
ず
。
】
『
・

巳
忠
）
（
ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
も
惣
法
上
保
護
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
）
。

（
躯
）
②
③
Ｑ

口
○
汁
の
］

〈
邪
）
②
⑩
。

（
型
）
尊
貧

夕
で
も
再
生
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
に
□
ご
□
は
変
換
さ
れ
、
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
複
製
さ
れ
、

頒
布
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
て
い
っ
た
（
馬
⑮
、
国
司
・
豊
》
呉
念
「
‐
念
⑭
，
□
の
○
ｍ
ｍ
で
作
成
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
利
川
に
は
不
都
合
な
ほ
ど
の
容
趾
を
も
つ
の
で
、
ロ
く
滉
と
い
う
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
通
常
は
圧
縮
さ
れ
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
②
。
⑤
⑭
国
司
．
ｇ
・
臼
倉
②
）
。
っ
の
○
の
、
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
芹
灘
英
明
「
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
勺
『
の
］
一
「
己
息
ｑ

』
己
目
２
．
コ
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
七
三
号
（
二
○
○
○
年
）
八
六
、
八
七
頁
も
参
照
。

）
②
恩
三
四
⑪
の
四
ｓ
易
再
一
い
く
・
○
四
訂
．
（
①
－
ご
・
、
。
、
『
９
忽
Ｐ
留
暉
（
」
の
忠
）
（
国
『
の
二
コ
の
Ｐ
」
。
。
一
切
⑪
の
二
一
一
コ
、
）
・
こ
の
こ
と
は
②
、
こ
の
『
・
切
愚
ミ

ロ
・
訂
届
》
具
一
望
萱
・
］
ｇ
が
指
摘
し
て
い
る
。

辱
莨
・
臼
ム
ー
ヨ
．

凹
引
⑪
局
・
酉
巳
凹
【
二
一
回
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暗号化と表現の自由

連
邦
控
訴
裁
の
裁
判
懇
は
こ
こ
で
宛
８
口
。
。
、
『
○
且
８
島
。
晩
。
。
『
・
句
Ｃ
Ｄ
患
、
□
・
⑫
・
山
の
『
（
Ｓ
＄
）
を
参
照
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
そ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
が
そ
れ
に
対
す
る
規
制
に
適
用
さ
れ
る
修
正
一
条
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
異
な
ら
せ
る
こ
と
を
、
正
当
化
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
吻
愚
＄
、
ご
・
Ｐ
ロ
【
四
ｍ
①
。

（
妬
）
、
恩
笥
巨
『
ロ
。
『
、
『
○
ｍ
○
○
口
竺
ご
砲
の
］
⑫
←
の
日
・
旨
。
『
・
句
ｏ
ｎ
。
、
］
画
ご
・
②
．
①
⑭
唾
・
の
①
、
（
］
垣
①
二
）
・

（
菰
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
に
つ
い
て
、
本
案
審
理
に
つ
い
て
の
８
三
℃
『
の
高
。
⑩
茸
の
○
℃
目
○
コ
を
ロ
ミ
冒
薗
員

閂
判
決
で
述
べ
、
百
円
ョ
：
の
ロ
〔
目
目
日
○
口
の
発
給
を
ご
量
§
筋
目
』
国
判
決
で
実
施
し
て
い
る
。
切
馬
ロ
曰
く
の
『
、
巴
Ｑ
ｑ
ｍ
一
目
－
８
】
ロ
。
ご
・

幻
の
一
目
の
『
・
の
印
・
ロ
」
『
。
⑫
■
つ
つ
．
』
Ｑ
画
①
←
（
、
。
□
・
Ｚ
・
邑
・
⑱
つ
ｃ
ｃ
）
（
。
。
□
嵐
ご
亀
坊
旦
閂
．
．
）
罰
ご
ゴ
ー
『
の
『
⑫
聾
一
○
一
毎
ｍ
目
ｓ
ｏ
⑩
。
］
口
、
。
ご
・
”
の
】
ヨ
の
Ｈ
□
の
⑩
．

』
巨
句
・
の
Ｅ
ロ
ロ
・
画
□
⑭
←
②
〈
ぬ
。
□
・
Ｚ
・
『
・
函
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
〈
農
ロ
ミ
ご
巴
哺
員
、
。
）
・

（
犯
）
ロ
菖
冨
》
⑤
貝
自
・
』
］
］
司
・
印
巨
亘
〕
・
画
且
壁
一
⑮
い
⑪
‐
②
⑭
⑪
。

（
調
）
匂
隠
ご
負
買
心
巴
。

（
羽
）
ご
量
・
》
員
虞
“
・

（
鋤
）
＆
蔵
．
§
。
（
冒
囚
屡
声
一
『
’
○
○
一
○
『
且
Ｐ
認
◎
ロ
・
印
・
引
冨
・
目
◎
（
９
８
）
・

（
Ⅲ
）
ご
負
冒
員
萱
咀
ヨ
餌
己
『
・
刃
。
。
【
シ
、
□
旨
い
（
丙
月
賦
日
・
亀
］
己
・
の
．
『
②
］
・
『
息
（
』
②
、
①
）
・

（
犯
）
②
⑤
⑤
ご
苞
・
禺
怠
Ｐ
§
Ｃ
冒
函
三
色
ａ
・
亀
］
こ
・
②
．
》
呉
己
一
‐
『
患
（
音
量
の
規
制
）
・

（
”
）
切
鬮
ご
苞
》
今
忌
貝
蒼
、
ご
己
｛
且
鷺
四
房
⑰
弓
・
○
一
国
１
の
ロ
．
⑭
垣
］
ロ
・
の
．
⑭
①
『
・
ヨ
ゴ
（
』
①
①
⑪
）
・

（
狐
）
②
旬
③
ご
負
貫
・
『
冒
聴
の
ロ
の
。
、
⑦
『
・
ミ
ロ
の
亘
二
頃
○
口
・
含
塵
ロ
、
・
９
口
二
ｓ
‐
一
二
（
］
②
『
一
）
（
星
条
旗
を
上
下
逆
に
し
て
平
和
の
象
徴
と
し

て
掲
示
し
た
「
営
為
〈
：
一
三
噂
）
」
に
○
国
軋
図
判
決
を
適
用
し
た
）
。

（
躯
）
ご
鷺
。
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論 説

（
媚
）
の
一
】
。
◎
屋
①
］
・
切
量
官
百
二
Ｃ
【
の
一
Ｐ
菖
画
①
、
．

（
妬
）
【
：
一
目
裁
判
官
は
こ
こ
で
、
人
樋
、
肌
の
色
、
信
条
、
宗
教
、
性
別
に
基
づ
い
て
他
者
に
怒
り
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
象
徴
物
を
た
て
る
行

為
を
処
嗣
対
象
に
し
た
市
条
例
の
懲
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
、
元
．
シ
・
ぐ
・
ぐ
．
。
｛
］
・
「
、
〔
・
で
昌
一
６
つ
、
ロ
．
⑫
・
四
コ
・
葛
⑬
‐
②
題
（
】
患
⑬
）
の
参

照
を
求
め
て
い
る
。
本
件
は
当
該
条
例
が
く
一
ｇ
ご
ロ
Ｃ
旨
（
に
基
づ
く
表
現
規
制
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
修
正
一
条
違
反
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

こ
こ
で
は
、
三
三
一
の
裁
判
官
執
皷
の
補
足
意
見
が
、
く
】
の
冨
己
Ｃ
旨
【
に
基
づ
く
区
別
は
許
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
、
市
条
例
が
処
罰
の
対
象
を
け

ん
か
言
葉
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
条
例
が
Ｃ
ぐ
の
号
『
。
且
で
あ
る
こ
と
か
ら
懲
法
に
反
す
る
と
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る

こ
と
が
注
目
き
れ
る
。
彼
は
、
市
条
例
が
。
ぐ
の
『
耳
・
目
で
さ
え
な
け
れ
ば
、
保
護
さ
れ
な
い
言
論
を
規
制
す
る
こ
と
は
修
正
一
四
条
上
適
法
で

あ
る
、
と
一
高
い
た
い
の
で
あ
る
（
愚
Ｑ
ｇ
ｍ
ｐ
。
、
・
・
貰
患
『
己
。

（
Ｗ
）
【
：
｜
の
二
裁
判
官
が
引
証
し
て
い
る
の
は
三
・
富
ヨ
ョ
の
『
の
つ
ぎ
の
論
文
で
あ
る
。
三
の
－
ご
】
］
｜
の
ｍ
・
富
日
日
の
『
・
望
③
宛
碕
萱
（
Ｃ
呰
冒
詩
『
ご
ミ

ョ
ヨ
⑩
ご
ヨ
ョ
⑩
恥
、
（
『
恩
』
劃
§
＆
冨
貫
目
岑
目
『
］
』
ご
亘
荷
且
ご
い
＆
③
』
白
苫
ロ
ー
『
酵
負
や
亘
愚
ａ
ｓ
。
ご
ロ
ロ
軍
、
の
○
シ
ｒ
ｒ
幻
向
く
．
①
⑬
、
．
②
心
暉

（
妬
）
②
圏
尋
員
呉
②
路
ヨ
・
国
】
②
．

（
胆
）
の
、
亘
の
『
。
⑫
震
ご
首
。
。
｛
の
』
画
・
呉
］
⑫
『
・

（
佃
）
切
隠
の
○
三
の
竜
書
吻
量
ご
量
。
。
（
の
］
蝉
呉
一
②
『
。
②
：
白
冴
○
い
ず
。
ｎ
重
の
望
切
冥
ご
『
ロ
ロ
○
（
の
一
Ｐ
９
画
①
四
・

（
狐
）
【
「
貫
冨
鳳
巳
員
〕
］
】
『
・
ｍ
Ｅ
ロ
ロ
・
ｍ
Ｑ
・
堅
②
単
凹
‐
⑬
②
②
．

（
”
）
⑫
、
こ

く
蛆
）
の
ご
Ｑ

（
机
）
ご
量
産

（］⑪①⑭）。

⑫
、
豈
一
の
望
。
②
虞
、
『
爲
口
ｏ
片
の
｝
、
。
囚
（
」
⑫
②
・

の
ご
ｏ
ｎ
寿
］
の
竜
。
“
鐘
ご
『
筥
口
ｏ
芹
の
』
＠
・
ロ
一
画
、
②
０
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略号化と表現の1:１１１１

（
錨
）
の
篇
三
四
『
芹
ご
・
シ
ワ
の
二
皀
・
二
℃
、
ご
・
の
。
、
つ
『
一
画
二
（
一
℃
①
。
）
》
○
挺
貝
冒
、
胃
。
三
色
の
一
旦
Ｃ
ご
ゴ
ー
ご
○
『
切
一
亘
司
の
⑫
命
貰
Ｃ
ゴ
ヨ
ｃ
■
ロ
ー
聾
一
】
Ｃ
ロ
》
百
○
・
『
・

毎
日
の
『
】
、
ロ
ロ
頤
『
○
口
。
ｎ
口
⑩
【
ご
ｍ
ｏ
ｏ
い
・
・
②
、
］
『
・
暉
旦
切
司
・
の
つ
（
○
抄
⑬
］
⑫
。
⑭
）
．

（
別
）
四
ｍ
『
□
の
門
俸
冗
○
三
・
で
巨
己
一
一
い
写
の
『
い
－
口
。
．
『
・
Ｚ
ｇ
－
ｏ
ご
向
日
囚
ご
己
の
①
ｍ
・
公
司
〕
ご
・
②
．
、
⑭
Ｐ
、
⑤
。
（
］
⑫
⑭
⑪
）
・

（
弱
）
○
■
ヨ
ロ
ヮ
の
一
一
く
・
ン
の
こ
「
「
・
幻
Ｃ
い
の
三
こ
ぃ
一
の
言
。
・
・
、
一
・
ｐ
．
ｍ
．
ｍ
の
Ｐ
印
『
⑪
（
Ｐ
Ｃ
①
』
）
．

（
別
）
②
隠
画
『
②
戸
（

（
蛇
）
尋
負
貫
急
⑭
。

フ
ェ
ア
。
ユ
ー
ス
の
認
拳
姿

（
印
）
②
恩
岩
『
ｐ
．
ｍ
．
Ｏ
・
蜜
◎
①
．

（
相
）
的
隠
］
『
ご
・
の
．
○
》
Ｓ
『
・
合
衆
国
著
作
椛
法
一
○
七
条
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
一
○
六
条
及
び
一
○
六
条
Ａ
に
か
か
わ
ら
ず
、
著
作
物
（
８
日
口
、
冨
日
君
。
『
丙
）
の
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
は
、
馨
作
椛
侵
響
に
は
あ
た
ら
な

い
。
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
は
、
批
評
、
議
評
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
、
教
授
（
教
籠
内
使
用
の
た
め
の
極
致
の
コ
ピ
ー
作
成
を
含
む
「
学
術
、
研
究

等
の
目
的
の
た
め
の
、
コ
ピ
ー
な
い
し
フ
ォ
ノ
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
複
製
、
そ
の
他
の
上
記
規
定
の
方
法
に
よ
る
複
製
行
為
を
含
む
。
あ
る
著
作

物
に
お
け
る
既
存
著
作
物
の
利
川
が
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
に
あ
た
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
ぎ
の
要
素
が
考
噸
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑪
利
川
の
目
的
と
特
徴
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
利
用
が
商
業
的
な
も
の
か
非
営
利
の
教
育
的
な
も
の
か
と
い
っ
た
考
察
も
含
ま
れ
る
。

②
利
川
さ
れ
た
著
作
物
の
性
質
。

③
利
川
さ
れ
た
著
作
物
の
全
体
に
占
め
る
、
利
用
部
分
の
趾
と
実
質
。

③
利
用
が
、
利
用
さ
れ
た
著
作
物
の
潜
在
的
な
市
場
な
い
し
価
値
に
与
え
る
影
響
。

著
作
物
が
未
発
表
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
体
は
、
仮
に
そ
の
認
定
が
前
記
諸
要
素
す
べ
て
の
検
討
の
下
で
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
の
認
定
を
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
」

『
。
②
９
ｍ
一
一
⑭
Ｐ

3９（熊本法学119号’10）



論

説
（
髄
）
本
件
で
は
少
。
：
の
社
の
⑦
‐
ロ
８
戸
を
勺
□
句
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
変
換
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
湯
同
国
勺
勾
の
開
発
が
Ｄ
三
○
シ
違
反
で
あ
る
か

￣、グー、戸へ〆－，

６９６８６７６６
、－ジ、-〆、－ン、－ヴ

冒箙§

蔦
…
ず
（

。
「
常
【
】
←
ず
⑪
伜
ロ
ゴ

（
錨
）
尋
員
・
昌
函
『
②
．

（
髄
）
切
穏
噛
司
⑭
『
②

（
“
）
⑭
Ｃ
幽
甸
・
の
巨
口
ご
・
、
○
・
日
Ｅ
⑭
心
‐
伊
』
⑭
ｍ
・

（
剛
）
②
恩
幻
山
胃
ゴ
。
ｐ
△
『
・
Ｚ
』
日
日
の
曰
国
『
望
煙
営
曾
凰
営
③
員
功
肩
。
：
眉
蜀
ａ
（
意
ロ
曇
科
（
ミ
ミ
菖
曾
苗
冒
曽
へ
ご
己
旨
針
ミ
エ
、
（
叱
邑
。
ご
鳶
、

」
罠
宮
司
司
員
咀
鰻
ヨ
○
．
勺
冤
ヨ
ロ
因
『
』
三
口
司
河
向
向
の
勺
回
向
ロ
エ
”
ｎ
．
三
勺
シ
幻
シ
ヨ
ご
ロ
シ
ヱ
ロ
富
『
向
訶
室
』
ｄ
ｏ
ｚ
揚
伊
湧
璽
』
Ｆ
苗
②
恩
②
、
Ｐ
②
『
『
（
］
。
ご
旦
琶
Ｐ
曰

⑦
ユ
【
【
】
←
ず
⑪
伜
ロ
ヨ
四
ｍ
巨
昏
の
『
印
四
■
の
ロ
の
□
⑩
。
》
○
〆
「
Ｃ
ａ
ご
己
く
⑦
『
の
茸
］
や
『
の
⑩
⑪
亭
画
つ
Ｃ
、
）
．

（
田
）
功
：

（
塊
）
辱
負

（
弱
）
②
恩
国
○
国
目
・
蛉
黛
》
ご
ロ
。
扁
少
四
（
』
『
Ｐ
（
ロ
．
②
．

（
帥
）
②
隠
認
ゴ
ロ
・
印
・
匙
一
凸
凹
・
「
連
邦
繊
会
が
著
作
椛
保
渡
の
伝
統
的
概
略
を
変
更
し
て
い
な
い
…
…
と
き
、
さ
ら
な
る
修
正
一
条
上
の
辮
在

問
わ
れ
た
。

（
師
）
②
職
⑬
皇

（
兜
）
心
②
Ｐ
□
・
一

は
不
要
で
あ
る
」
。

）
功
⑤
○
画
『
⑭
『
。
（

野
口
祐
子
・
前
掲
論
文
（
註
７
）
三
三
頁
。

ｍ
Ｃ
Ｋ
Ｆ
向
・
吻
黛
ご
受
ロ
ロ
。
蔚
鱒
口
芹
桿
。
⑥
。

心
②
Ｐ
□
．
、
．
ｐ
一
心
心
戊

②
③
⑪
⑬
。
挙
句
・
②
■
ロ
ロ
唾
Ｂ
四
片

『
。
②
旦
図
庁
畠
切
担

②』己
四
一
二
△
⑫
。

Ｐ
Ｐ
⑭
ム
ョ
届
二
・
一
・

(熊本法学119号110)４０



1府号化と表現のl:１１１１

（
”
）
大
日
方
償
券
「
籍
作
徽
の
懸
法
上
の
地
位
ｌ
合
衆
鬮
懲
法
一
条
八
節
八
鯛
の
文
魍
解
釈
を
聯
譽
の
糸
と
し
て
」
蝋
路
法
拳
側
近
勝
三
○

○
六
年
）
一
頁
以
下
、
と
く
に
一
一
～
一
二
頁
参
照
。

（
帥
）
も
ち
ろ
ん
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
に
な
る
前
に
も
、
一
蘭
論
市
鋤
に
表
現
が
出
回
っ
た
な
ら
、
法
上
の
「
著
作
権
限
定
規
定
」
（
の
〆
の
己
頁
の
。

Ｅ
器
）
お
よ
び
フ
ェ
ア
・
ユ
ー
ス
規
定
に
従
っ
て
、
市
井
の
人
は
当
該
著
作
物
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ズ
の
拡
大
の
み
が
「
学
術
の
進

歩
」
に
仕
え
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

（
別
）
ロ
日
冨
．
⑫
§
首
口
Ｃ
一
・
℃
・
嘩
二
Ｅ
・

（
皿
）
二
．
乏
騨
己
鹿
・
等
『
畠
⑳
》
鼠
・
邑
冴
ご
塾
・
罰
）
窪
員
貝
§
＆
』
営
巴
計
§
ｅ
ご
凰
豊
ト
§
埠
駒
量
・
農
畠
冒
』
曾
苫
＆
ｇ
ミ
ヨ
・
ヨ
ト
§

（
沌
）
ｐ
．
ｍ
．
○
．
爵
『
・
座
１
］
・
窟
。
］
・
“
・
こ
こ
で
は
「
著
作
樵
条
項
」
だ
け
掲
げ
て
い
る
《
》
「
知
的
財
産
椎
条
項
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
著

作
者
及
び
発
明
者
に
、
そ
の
著
作
物
及
び
発
明
に
対
す
る
排
他
的
権
利
を
一
定
期
間
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
術
及
び
有
益
な
技
芸
の
進
歩

（
、
）
国
の
ロ
丙
一
の
『
・
望
も
冒
冒

（
汀
）
②
隠
国
。
■
Ｆ
Ｐ
勿
鐘
七
日

（
ね
）
野
口
・
前
掲
論
文
罫

（
門
）
国
の
口
ご
白
・
・
吻
薫
ご
『
ロ
曰
、

（
河
）
②
恩
．
ご
蔵
・
胃
塵
④
い

（
布
）
国
⑦
口
重
の
「
も
そ
の
よ
』
（

（
市
）
②
恩
］
『
ご
・
、
．
。
》
］
唖

（
万
）
②
愚
凹
刮
⑪
『
・
い
旦
昌

を
促
進
す
る
こ
と
」
．

国
８
戸
」
の
「
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
ｃ

国
目
丙
一
の
『
・
望
も
冒
二
Ｃ
【
の
⑭
．
貨
倫
一
・

②
③
②
国
。
■
Ｆ
Ｐ
勿
鐘
や
『
百
二
○
訂
ゴ
ロ
ロ
弁
・
○
『
・

野
口
・
前
掲
論
文
（
註
７
）
三
五
頁
（
註
狐
）

国
の
口
声
一
国
，
・
吻
薫
ご
『
ロ
曰
○
一
毎
ｍ
・
山
芹
⑭
①
Ｐ

］
『
こ
め
。
。
．
》
］
悼
Ｃ
ｌ
（
ロ
）
。

←
』
②
。

い
②
③
『
・
閂
鍔
ロ
【
⑪
⑤
⑫
‐
四
ｍ
吟
。

参
nH
dhbG

o
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露

等（宮一顛三｛鶏謹静善）

Ｃ
ｂ
,
y
｢
f
g
ﾌ
ﾟ
j
Z
b
2
9
W
A
Y
N
E
L
,
R
E
V
、
１
１
１
９
，
１
１
７
７
（
1
9
8
3
)
．

(
詔
）
Ｓ
ｅ
ｅ
２
７
３
Ｆ
Ｂ
ｄ
,
ａ
ｔ
4
3
6
.
4
4
4
-
4
4
5
．

(
葛
）
S
e
e
b
r
i
e
f
f
o
r
A
p
p
e
l
i
a
n
t
s
､
ａ
ｔ
4
2
.
,
.
3
0
,
Ｃ
ｆ
"
咽
２
７
３
Ｆ
､
3
.
,
ａ
ｔ
4
4
5
．

(
鵠
）
鶴
1
1
割
亘
凶
割
謹
澤
榿
藷
ご
C
o
n
c
o
u
r
s
e
R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
t
i
o
n
＆
N
u
r
s
i
n
g
C
e
n
t
e
r
l
n
c
.
ｖ
,
D
e
B
u
o
l
l
o
,
１
７
９
Ｆ
､
３
．
３
ｓ
４
７
（
2
．
C
i
r
、

1
9
9
9
）
；
U
n
i
t
e
d
S
t
副
ｔ
ｅ
ｓ
ｖ
,
M
a
p
p
，
１
７
０
Ｆ
､
3
.
3
2
8
,
3
3
3
,
ｆ
n
.
８
（
2
．
C
i
r
､
1
9
9
9
）
i
U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
v
・
R
e
s
t
r
e
p
o
,
９
８
６
Ｆ
､
2
.

1
4
6
2
,
1
4
6
3
（
2
．
Ｃ
ｕ
｢
、
1
9
9
3
）
ｅ
繍
屋
鈎
鴇
⑧
Ｃ
Ｏ
′
ゴ
ー
ｅ
堵
'
●
辿
腫
'
⑥
｡
「
鼻
黒
黒
黒
超
T
o
o
t
n
o
t
e
製
乞
い
室
|
鳥
加
黒
程
鰻
琵
L
』

｡
≦
}
J
週
ヨ
瀧
鐸
や
鮮
麗
や
蝿
ユ
＋
炮
脾
型
無
二
′
Ａ
ｊ
蕊
一
製
-
ｺ
写
1
鳥
J
P
J
M
j
l
J
3
蝿
」
（
2
7
3
Ｆ
､
3
.
,
ａ
ｔ
4
4
5
)
｡

(
雷
）
２
７
３
Ｆ
.
３
．
.
ａ
ｔ
4
4
5
．

(
路
）
、
塑
露
鶴
「
ト
ス
＝
ｄ
Ｒ
辮
鐘
豐
填
ぺ
E
E
」
（
哩
三
毒
'
１
１
○
○
ヨ
苓
）
１
１
J
K
科
睡
。

(
器
）
２
０
３
Ｆ
､
S
u
p
p
､
2
.
,
ａ
ｔ
ｌ
ｌ
３
１
．

(
＝
）
I
D
虹

(
＝
）
Ｉ
Ｄ
虹
.
，
ａ
ｔ
ｌ
ｌ
３
２
．

(
扇
）
S
e
e
B
o
Y
L
m
,
ｓ
叩
ｍ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
９
,
ａ
ｔ
８
６
．

(
団
）
法
鍵
・
寝
璽
鰻
料
（
繕
詞
）
員
○
睡
起
”
Ｏ
ｊ
Ｗ
ｕ
ｅ
端
'
ｓ
呈
二
'
●
．
「
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
越
一
辮
逢
鐸
ｅ
二
Ｕ
Ｍ
、
早
〆
ロ
ハ
ー
ロ
ー
ミ
髭
｣
J
二
'
●
毒
裡

樺
茎
余
鐸
弾
露
盈
Ｊ
Ｒ
ｼ
ｐ
ｅ
や
型
禅
二
・
一
八
゛
－
，
時
夢
一
二
や
ｅ
瀞
造
睾
Ｓ
窒
襲
雲
霞
弾
薫
判
呈
謹
慣
-
ｙ
坪
黒
型
勢
い
ｖ
喜
志
哩
轌
弾
縛
譲

型
嘗
掲
J
M
P
j
･
帆
句
ｕ
露
篭
三
和
墓
j
H
露
但
揮
窒
認
胖
鍾
禅
｡
P
帯
蝿
。
」

(
霊
）
Ｓ
ｇ
ｅ
２
０
３
Ｆ
・
S
u
p
p
､
2
.
,
ａ
ｔ
1
1
2
1
,
1
1
3
7
.
拙
く
U
逗
霞
･
霊
篦
議
（
繕
（
路
）
１
Ｈ
<
罵
画
罰
Ｃ
Ｍ
鋤
專
髭
呈
室
や
縄
灘
言
拭
ｅ
号
1
Ｐ
「
D
M
C
A

e
j
j
呉
心
ｅ
繋
娯
型
辮
造
暹
ｌ
Ｌ
'
型
禅
ら
蒋
坪
黒
P
'
型
崇
榴
-
Ｗ
中
ｅ
頴
濁
当
ｅ
璋
箪
還
回
Ｕ
１
ｊ
ｕ
鵠
倉
⑮
黒
岬
ｅ
侵
A
j
≦
'
Ｐ
童
璽
銅
穐
蝿
」
Ａ
」

鰻



暗号化と表現のEIIil

（
伽
）
』
宣
只
日
］
』
←
』
，
一
一
』
卿
・

（
Ⅲ
）
②
周
同
一
ｐ
Ｈ
の
９
ｍ
⑭
『
ご
・
の
：
煙
一
画
⑱
】
・

（
皿
）
曰
巨
『
ロ
の
『
国
『
Ｃ
ｐ
Ｑ
８
⑫
二
口
栄
の
罠
驚
の
目
・

心
①
』
ご
・
⑪
．
『
⑭
］
・
「
。
②
（
こ
め
④
）
。

（
卵
）
毎
食
貝
』
］
ｇ
‐
］
］
さ
・

（
”
）
辱
員
禺
巨
ｇ
，
巨
今
一
・

（
ｗ
）
函
Ｃ
⑫
司
・
⑫
巨
已
勺
・
函
二
・
菖
三
聾
⑬

（
”
）
②
鷺
⑬
こ
』
国
・
切
巨
一
〕
で
。
⑬
○
・
昌
二
⑫
⑭
．

（
妬
）
陣
Ｃ
哩
司
・
の
こ
つ
□
・
曙
具
昌
二
画
鋲
＆
（
曽
賄

（
汎
）
ご
昌
訂
Ｑ
の
薗
一
。
如
く
・
Ｆ
○
百
の
鴎
一
ｍ
一
』
□
．
②
．
⑰
』
⑩
（
］
②
①
⑤
）
・

ト
＆
周
判
決
は
、
通
商
椛
限
に
よ
り
迎
邦
搬
会
に
規
制
椛
限
が
与
え
ら
れ
た
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
を
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
（
愚
の
臼
心
ｐ
．
ｍ
．
．

凹
芹
ｍ
ｍ
ｍ
０
ｍ
ｍ
の
）
。

こ
の
川
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
述
邦
縦
会
は
州
際
通
商
の
経
路
に
つ
い
て
規
制
で
き
る
。

②
連
邦
議
会
は
、
州
際
通
商
の
手
段
ま
た
は
州
際
通
商
に
お
け
る
人
お
よ
び
物
に
つ
い
て
、
仮
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
椅
威
が
州
内
で
の
行
為

か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
現
側
し
ま
た
保
護
す
る
椛
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

③
連
邦
議
会
の
州
際
通
商
権
限
に
は
、
州
際
通
商
に
実
質
的
な
関
述
性
あ
る
行
為
お
よ
び
実
質
的
影
響
が
あ
る
こ
と
に
対
す
る
規
制
柿
限
も

含
ま
れ
て
い
る
。

⑤
い
●
唾
甸
・
切
巨
一
】

］
ご
ｎ
．
ご
’
『
○
○
ｍ
届
ご
’
、
’
①
い
い
①
①
、
（
一
℃
②
←
）
・
今
麓
。
（
萱
困
三
四
己
『
・
丙
。
、
【
』
媚
』
ヨ
⑩
［
内
臼
。
】
⑫
日
．

勾
留
・
ト
ロ
ワ
。
『
ロ
メ
の
、
巨
芹
】
ぐ
の
⑩
．
シ
筋
づ
ぐ
・
○
］
す
丘
Ｃ
コ
の
・
二
ｍ
ｍ
ご
・
、
・
二
ｍ
『
（
】
＠
ｍ
⑬
）
．
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縞
(
＝
）
２
７
３
Ⅱ
3
.
,
ａ
ｔ
4
5
0
．

(
三
）
Ｓ
“
ｉ
ｂ
虹
S
c
e
a
j
s
o
S
a
b
1
e
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
o
f
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
,
Ｉ
ｎ
ｃ
ｖ
､
F
C
C
,
４
９
２
ｕ
ｓ
」
1
５
，
１
２
６
（
1
9
8
9
)
．

(
昌
）
２
７
３
Ｆ
.
3
.
,
ａ
ｔ
4
5
4
,
ｆ
n
．
２
９
．

(
書
）
２
７
３
Ｆ
Ｂ
ｄ
,
ａ
ｔ
4
5
5
．

(
＝
）
S
h
o
c
k
l
e
y
,
ｓ
峨
糎
ｎ
ｏ
ｔ
ｃ
ｌ
９
,
ａ
ｔ
2
9
6
．

(
三
）
２
７
３
，
３
．
，
ａ
ｔ
4
5
5
.

(
三
）
Ｉ
Ｄ
醜
ａ
ｔ
4
5
8
．

(
＝
）
暹
璽
繕
曝
、
＝
訊
ﾄ
ﾞ
ﾊ
啼
詠
や
鴬
鶏
ぺ
＝
」
（
塑
三
再
'
’
'
○
○
畳
箸
）
１
１
１
１
１
風
〔
≦
璽
掛
鐸
壗
〕
。

罫（。［一噸争百朴斑縛響）
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